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Ⅲ　区分別実施状況

(１)パブリックコメント手続

1
「千葉市自転車を活用したま
ちづくり条例（案）」の策定

　自転車利用者や行政だけでなく、事業者や関係団体、教育機関など多様な主
体と連携し、市民の皆さんの安全で快適、かつ自発的な自転車の利用によっ
て、将来にわたり、自転車を活用したまちづくりを総合的に進めていけるよ
う、条例案を策定した。

11月～12月 10 36
総合政策局
政策企画課

2 第10次交通安全計画の策定 本市の交通安全施策を総合的かつ継続的に推進するため、計画を策定した。 7月～8月 3 12
市民局
地域安全課

3
第3次千葉市消費生活基本計画
の策定

千葉市民及び関わる全ての人々が、消費生活の安定及び向上により安全で安心
できる暮らしを目指すとともに、公正で持続可能な社会の形成に積極的に参画
する、自ら考え行動する自立した消費者として成長するため、千葉市消費者教
育推進計画を統合した「第3次千葉市消費生活基本計画」を策定した。

1月 0 0
市民局
消費生活センター

4
平成29年度千葉市食品衛生監
視指導計画の策定

飲食に起因する衛生上の危害の発生を防止し、市民の健康保護を図るため、平
成29年度における食品営業施設等の監視指導及び食品の試験検査等を定める計
画を策定した。

1月～2月 1 12
保健福祉局
生活衛生課

5

指定地域密着型サービスの事
業の人員、設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部
改正

定員１８人以下の通所介護事業所（デイサービス）が地域密着型サービスに移
行したため、千葉市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関
する基準を定める条例を一部改正した。

7月～8月 0 0
保健福祉局
高齢福祉課

6 介護保険条例の一部改正

法改正を受けて平成29年4月から介護予防給付の一部（介護予防訪問介護、介護
予防通所介護）が「介護予防・日常生活支援総合事業」に移行したが、移行後
の総合事業のサービスは保険給付ではないため、災害等による利用者負担の減
免や、高額サービス費の支給などに関する介護保険法の規定が適用されない。
これらに対応する規定を条例で定め、総合事業のサービスの利用者が保険給付
と同様に負担軽減を受けられるようにすることを主な内容とする改正案につい
て、パブリックコメント手続を実施した。

1月 1 4
保健福祉局
介護保険課

１　市民参加の取組み

概　　　要 所管課
意見提出者
数（人）

意見数
（件）

　市民の豊かな知識や社会経験を市政に生かすため、市の施策に対し市民が意見や提案をする手続です。

　市の重要な施策を決定する際に、施策案を公表して広く市民の意見を募集し、提出された意見を考慮して施策を決定するとともに、意見に対す
る市の考え方を公表する手続です。

番
号

項　目
実施時期

（意見募集）
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概　　　要 所管課
意見提出者
数（人）

意見数
（件）

番
号

項　目
実施時期

（意見募集）

7
障害福祉施策に係る中長期指
針の策定

本市における障害福祉施策の課題解決のため「千葉市における障害福祉施策に
係る中長期指針」を策定した。

2月～3月 9 79
保健福祉局
障害者自立支援課

8 子どもの貧困対策計画の策定
子どもの貧困対策の推進に関する法律に基づき、子どもの貧困対策を体系的に
整理し、総合的に推進するため、計画を策定した。

2月～3月 2 10
こども未来局
こども家庭支援課

9
保育士等配置要件緩和に関す
る条例の一部改正

保育における労働力需給に対応するよう、保育の質を落とさずに保育士などが
担う業務についての要件を一定程度緩和することで、保育の担い手の裾野を拡
げるとともに、保育士などの勤務環境の改善につなげるため、条例の一部を改
正した。

4月～5月 1 1
こども未来局
幼保運営課

10
地球温暖化対策実行計画の策
定

温室効果ガスの排出量の削減及び吸収の強化のための措置に関する計画を策定
した。

8月～9月 12 42
環境局
環境保全課

11 水環境保全計画の改定
計画期間（平成23～平成33年度）の中間年にあたる平成28年度時点の評価及び
最新データへの置き換えをなどの改訂を実施した。

2月～3月 4 17
環境局
環境保全課

12
一般廃棄物（ごみ）処理基本
計画の策定

長期的・総合的視点に立って、計画的なごみ処理の推進を図るため、一般廃棄
物（ごみ）処理基本計画を策定した。

11月～12月 5 32
環境局
廃棄物対策課

13
土砂等の埋立て等による土壌
の汚染及び災害の発生の防止
に関する条例の一部改正

「暴力団等の欠格要件への追加」及び「説明会の義務化」について、条例を一
部改正した。

7月～8月 0 0
環境局
産業廃棄物指導課

14
ワンルームマンション建築指
導要綱の一部改正

近年のワンルームマンション建設が急増していることを踏まえ、建築に伴う紛
争の未然防止と良好な居住環境の保持を図るため、千葉市ワンルームマンショ
ン建築指導要綱の一部を改正した。

10月 5 27
都市局
建築指導課

15 水道事業中期経営計画の策定
水道事業が目指すべき基本的な方向性を明らかにし、将来を見据えた事業経営
を行うため、水道事業中期経営計画を策定した。

10月～11月 3 7
水道局
水道事業事務所
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概　　　要 所管課
意見提出者
数（人）

意見数
（件）

番
号

項　目
実施時期

（意見募集）

16
史跡加曽利貝塚保存活用計画
の策定

史跡加曽利貝塚を将来にわたって、保存・活用していくための計画を策定し
た。

10月～11月 7 20
教育委員会
文化財課

【実施計画にあったが、実施しなかった項目】

・地域防災計画の修正（修正を行わなかったため）

・（仮称）わたしのまちづくり条例の制定（制定スケジュール変更のため）

・市営住宅長寿命化・再整備計画の策定（改訂）（関係法令改訂の影響のため）

・建築物における駐車場施設の附置等に関する条例の一部改正（手続き遅延のため）

・水安全計画の策定（千葉市情報公開条例に基づき非公開としたため）

・第5次生涯学習推進計画の策定（策定済のため）

【実施計画になかったが、実施した項目】

・第3次千葉市消費生活基本計画の策定（№3）

・指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正（№5）

・介護保険条例の一部改正（№6）

・障害福祉施策に係る中長期指針の策定（№7）

・保育士等配置要件緩和に関する条例の一部改正（№9）

・水環境保全計画の改定（№11）

・土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発生の防止に関する条例の一部改正（№13）

・ワンルームマンション建築指導要綱の一部改正（№14）

・史跡加曽利貝塚保存活用計画の策定（№16）
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(２)公募委員を含む附属機関

1
情報公開・個人情報保護審議
会

8月
1月

2 10 2
総務局
政策法務課

2 新基本計画審議会 6月～3月 8 21 3
総合政策局
政策企画課

3 資産経営推進委員会
8月
12月
2月

3 8 2
財政局
資産経営課

4 本庁舎整備検討委員会 5月 1 12 2
財政局
管財課

5 市民参加協働推進会議
5月～8月
3月

5 10 2
市民局
市民自治推進課

6 文化芸術振興会議
7月
12月

2 9 1
市民局
文化振興課

7 スポーツ推進審議会
7月
2月

2 10 1
市民局
スポーツ振興課

8 男女共同参画審議会
6月
12月

2 15 2
市民局
男女共同参画課

9 消費生活審議会

8月
10月（部会）
11月（部会）
12月

4 15 1
市民局
消費生活センター

概　　　要

男女共同参画社会の実現を目指し、男女共同参画社会の形成に向けた取組みの
進捗状況等について審議した。
（委員15人中2人が公募委員）

本市の消費者施策を推進するため、市民の消費生活の安定と向上に関する重要
な事項について調査審議した。
（委員15人中1人が公募委員）

新基本計画のまちづくりを推進するため、政策評価原案及びまち・ひと・しご
と創生総合戦略の取組状況について審議した。
（委員21人中3人が公募委員）

資産経営の取組みを推進するため、資産の総合評価等について審議した。
（委員8人中2人が公募委員）

本庁舎の整備を推進するため、本庁舎整備に関する事項について調査審議し
た。
（委員12人中2人が公募委員）

本市の市民参加・協働を推進するため、市民参加・協働実施計画の策定に関す
る事項、市民参加・協働実施計画の実施状況に関する事項及びその他市民参加
及び協働に関する事項について調査審議した。
（委員10人中2人が公募委員）

本市の文化芸術を推進するため、文化行政施策に関する事項、千葉市文化芸術
振興計画に関する事項、その他文化行政に関する事項について審議した。
（委員9人中1人が公募委員）

本市のスポーツ振興を目的として、スポーツの推進に関する重要事項について
審議した。
（委員10人中1人が公募委員）

　附属機関とは、法律や条例に基づいて設置する審議会などをいいます。公募による市民が委員に加わる附属機関において施策の調査、審議等を行うこと
を市民参加手続として捉えています。

番
号

項　目

情報公開の推進及び個人情報の保護を図るため、情報公開及び個人情報の保護
に関する重要事項等について調査審議した。
（委員10人中2人が公募委員）

実施
時期

所管課
開催回数
（回）

委員数
（人）

うち公募委
員数（人）
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概　　　要
番
号

項　目
実施
時期

所管課
開催回数
（回）

委員数
（人）

うち公募委
員数（人）

10 健康づくり推進協議会

7月（部会）
7月（部会）
1月（部会）
1月
3月（部会）

5 31 4
保健福祉局
健康支援課

11 国民健康保険運営協議会
8月
1月

2 18 4
保健福祉局
健康保険課

12 福祉有償運送運営協議会
5月
1月

2 7 2
保健福祉局
高齢福祉課

13
社会福祉審議会高齢者福祉・
介護保険専門分科会

7月
3月

2 20 4
保健福祉局
高齢福祉課
介護保険課

14 子ども・子育て会議
11月
3月

2 18 4
こども未来局
こども企画課

15 千葉市環境審議会 11月 1 24 2
環境局
環境総務課

16 廃棄物減量等推進審議会

5月
7月
10月
1月

4 20 2
環境局
廃棄物対策課

17
千葉競輪場開催業務等包括委
託審査委員会

7月
10月
11月
1月
3月

5 4 2
経済農政局
公営事業事務所

18 都市計画審議会
11月
2月

2 23 3
都市局
都市計画課

子ども・子育て支援法に基づき、「子ども・子育て支援新制度」に係る事業計
画の進捗管理、給付対象施設の利用定員の設定等について意見聴取した。
（委員18人中4人が公募委員）

本市の環境関連施策を推進するため、環境基本計画の点検・評価など環境の保
全及び創造に関する基本的事項について調査審議した。
（委員24人中2人が公募委員）

廃棄物の減量及び適正処理を推進するため、一般廃棄物（ごみ）処理基本計画
の進捗状況や実施施策等について審議した。
（委員20人中2人が公募委員）

千葉競輪の経営改善のため、包括委託事業に関する業務の企画提案書の審査及
び評価を行った。
（委員4人中2人が公募委員）

市民の意見や提案を的確に把握し、都市計画に反映させるため、市民代表を加
え調査審議をした。
（委員23人中3人が公募委員）

市民の健康づくりの総合的かつ効果的な推進を図るため、健康づくりのための
事業の推進や環境整備等について審議した。
（委員31人中4人が公募委員）

国民健康保険法に基づき、国民健康保険事業の運営に関する重要事項について
審議した。
（委員18人中4人が公募委員）

道路運送法に基づく運輸支局への登録等に、住民等地域の関係者の合意が必要
となるため、福祉有償運送の必要性、運送の対価等を審議した。
（委員7人中2人が公募委員）

高齢者福祉及び介護保険事業を円滑に実施するため、事業計画の進捗状況等に
ついて審議・報告した。
（委員20人中4人が公募委員）
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概　　　要
番
号

項　目
実施
時期

所管課
開催回数
（回）

委員数
（人）

うち公募委
員数（人）

19 景観総合審議会 2月 1 16 2

都市局
都市計画課
都市景観デザイン
室

20 自転車等駐車対策協議会 10月 1 17 1
建設局
自転車対策課

21 下水道事業経営委員会
10月
3月

2 10 3
建設局
下水道経営課

22 病院運営委員会
12月
3月

2 12 2
病院局
経営企画課

23 図書館協議会
7月
3月

2 10 2
教育委員会
中央図書館管理課

24 中央区公民館運営審議会
6月
3月

2 14 1
教育委員会
松ケ丘公民館

25 若葉区公民館運営審議会
7月
3月

2 13 1
教育委員会
千城台公民館

26 生涯学習審議会 7月 1 15 1
教育委員会
生涯学習振興課

27 社会教育委員会議

4月（2回）
5月
8月
1月

5 12 1
教育委員会
生涯学習振興課

【実施計画にあったが、実施しなかった項目】 ・花見川区公民館運営協議会（公募委員の応募がなかったため）

・国民保護協議会（未開催のため） ・稲毛区公民館運営協議会（公募委員の応募がなかったため）

・住宅政策審議会（未開催のため） ・緑区公民館運営協議会（公募委員の応募がなかったため）

本市における生涯学習の推進を図るため生涯学習施策に関する重要事項を調査
審議した。
（委員15人中1人が公募委員）

社会教育に関し教育長を経て教育委員会に助言するため、社会教育に関する重
要事項を調査審議した。
（委員12人中1人が公募委員）

屋外広告物及び景観に関する円滑な行政運営を図るため、その権限が属された
事項を調査審議した。
（委員16人中2人が公募委員）

公共の場所における自転車等の放置を防止し、市民の生活環境の保全と都市機
能の維持を図るため、自転車等の駐車対策に関する重要事項を調査審議した。
（委員17人中1人が公募委員）

下水道事業の健全な経営基盤の確立を図るため、下水道事業中長期経営計画に
基づく事業の執行について評価・検証を行った。
（委員10人中3人が公募委員）

千葉市立青葉病院及び千葉市立海浜病院の円滑な運営を図るため、病院の運営
及び改革に関する事項や地域医療連携に関する事項などについて審議した。
（委員12人中2人が公募委員）

図書館運営及び図書館奉仕について市民等の意見を反映させるため、事業計画
や事業報告等について協議するとともに、「千葉市図書館サービスプラン
2010」に基づく第三者評価を行った。
（委員10人中2人が公募委員）

公民館の運営や各種事業の実施について市民等の意見を反映させるため、中央
区内公民館の利用状況や事業計画・報告等について審議した。
（委員14人中1人が公募委員）

公民館の運営や各種事業の実施について市民等の意見を反映させるため、若葉
区内公民館の利用状況や事業計画・報告等について審議した。
（委員13人中1人が公募委員）

7



8

概　　　要
番
号

項　目
実施
時期

所管課
開催回数
（回）

委員数
（人）

うち公募委
員数（人）

・博物館協議会（公募委員の応募がなかったため） ・美浜区公民館運営協議会（公募委員の応募がなかったため）
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(３)ワークショップ

1
「千葉市多文化共生のまちづ
くり推進指針をつくろう！」
ワークショップ

多文化共生を都市の活力としていく取組みを進めるため、「千葉市多文化共生
のまちづくり推進指針」の策定について、市民のみなさまから指針案への意見
を聴取した。
構成員：市民等

2月 1 24
総務局
国際交流課

2
こども・若者の力ワーク
ショップ

子どもの自覚と自立を促し、社会参画を推進するため、子どもを取り巻く様々
な課題について、子どもと専門家、行政がともに考えた。
構成員：市内の小学校3年生～高校生、専門家及び市職員

7月～3月 18 延べ134
こども未来局
こども企画課

3 こども・若者の選挙

こども・若者の選挙への関心や社会参加への意識を高めるため、こども・若者
が、実現させたい施策の提案、選挙運営、選ばれた施策を実現するための検討
を行った。
構成員：市内の高校生

4月～12月 12 延べ128
こども未来局
こども企画課

4 海辺の活性化検討会

平成27年度に策定した海辺のグランドデザインの各種活性化方策の実現に向
け、地域が活性化に継続的に取組むための組織づくり・行政支援の具体化につ
いて検討を行った。
構成員：まちづくり団体など

9月～3月 11 延べ124
都市局
海辺活性化推進課

5 若者選挙フォーラム
　若者を対象に、政治や選挙について関心を持ってもらい、若年層の低投票率
の背景や解決方法などを考える選挙フォーラム（企画会議）を開催した。
構成員：敬愛学園高等学校３年生

5月 1 4
稲毛区
地域振興課

6 学校適正配置地元代表協議会

子どもたちのより良い教育環境の整備と教育の質の充実を目指し、千城台地区
の学校適正配置（小・中学校の統合等）について検討した。
構成員：町内自治会連絡協議会、青少年育成委員会、ＰＴＡ・保護者会、地元
自治会、学校評議員の代表者、20人程度

7月
9月(分科会)
12月
3月

4 延べ69
教育委員会
企画課

【実施計画にあったが、実施しなかった項目】

・こてはし台調整池水辺づくり協議会（目的完了に伴う協議会の廃止を調整中のため）

【実施計画になかったが、実施した項目】

・「千葉市多文化共生のまちづくり推進指針をつくろう！」ワークショップ（№1）

・海辺の活性化検討会（№4）

参加者数
（人）

　市民と職員、あるいは市民同士が、議論や作業を重ねながら意見をまとめていく会合をいいます。参加者が対等な立場で自由に意見を出し合
い、お互いの考えを尊重しながら合意形成していきます。

番
号

項　目 概　　　要
実施
時期

所管課
開催回数
（回）

9
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(４)意見交換会

1 外国人市民懇談会
今後の国際化施策の参考とするため、市内に居住する外国人市民等と意見交換
を行った。
対象：公募による外国人市民

2月 1 17
総務局
国際交流課

2
千葉市公共施設見直しシンポ
ジウム

公共施設の見直しの推進にあたり、再配置の考え方や必要性などについて、市
民の理解を促進するとともに、他市の先進事例を参考に、本市の目指す再配置
の組み合わせの方向性を探るため、シンポジウムを開催した。
対象：市民、施設利用者等

11月 1 68
財政局
資産経営課

3
千葉市新庁舎整備シンポジウ
ム

新庁舎整備事業が基本設計に着手する段階に入ったことから、本事業の現状や
今後の取り組みなどを市民に広報するとともに、市民や周辺企業・団体からの
意見を聴取するため、基本設計者を交えて新庁舎整備シンポジウムを開催し
た。
対象：市民、本庁舎周辺企業・団体等

2月 1 148
財政局
管財課

4
千葉市民活動支援センター運
営協議会

利用の促進方策、事業の企画及び実施など、センターの運営をより良くするた
め、登録団体に所属する市民が意見交換を行った。
構成員：センター登録団体に所属する市民11人

年6回
（奇数月）

6
延べ
60

市民局
市民自治推進課

5 ごみ問題検討委員会
地域におけるごみ処理に係る諸問題について検討するため、区町内自治会連絡
協議会会長等が参加し、意見交換を行った。
構成員：各区の会長及び会長が推薦する地区町内自治会長2人、計18人

7月
3月

2
延べ
25

市民局
市民自治推進課
環境局
廃棄物対策課

6 ランチ・ミーティング

市長室や市政を身近に感じてもらい、開かれた市長室を目指すとともに市政を
より深く理解してもらうため、団体の活動内容や市政について意見交換を行っ
た。
対象：市内で定期的に活動を行っている団体

4月～12月 9
延べ
60

市民局
広報広聴課

7 市長との対話会
今後の市政運営に活かすため、全市的なテーマを設定し、市長と市民がテーマ
に沿った意見交換を行った。
対象：市内在住・在勤・在学者

4月
11月

6
延べ
128

市民局
広報広聴課

8
市長との対話会
（ツイッター版）

今後の市政運営に活かすため、全市的なテーマを設定し、市長と市民がテーマ
に沿った意見交換をツイッターを活用して行った。
（「市長との対話会」のインターネット版）
対象：千葉市政に関心のある方

4月
11月

2
延べ
493

市民局
広報広聴課

開催回数
（回）

参加者数
（人）

　市民と職員、あるいは市民同士が市の施策について意見を交換する手続です。また、施策に対する市民の理解を得るために行う説明会の中で、
意見の聴取や意見の交換を行うものもあります。

番
号

項　目 概　　　要
実施
時期

所管課

10
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開催回数
（回）

参加者数
（人）

番
号

項　目 概　　　要
実施
時期

所管課

9 市長の出前講座

市民に市政を身近に感じてもらうとともに市政をより深く理解してもらうた
め、市長が市民の集会・会合等に出向き、市政に関するテーマに沿って説明
し、市民と直接対話した。
対象：市内在住・在勤・在学の概ね20人以上が参加する集まり

5月
11月～12月

8
延べ
273

市民局
広報広聴課

10 市政出前講座
市民に市政を身近に感じてもらうとともに市政をより深く理解してもらうた
め、市の施策や事業について説明し、市民と意見交換を行った。
対象：市内在住・在勤・在学の概ね20人以上が参加する集まり

6月～3月 133
延べ
4,609

市民局
広報広聴課

11
男女共同参画センター利用者
懇談会

施設の利用やセンターの行事について円滑な運営の参考とするため、センター
の利用経験がある市民を公募し、意見交換を行うとともに、センターの広報活
動や主催事業にご協力いただいた。
構成員：公募市民

3月 1 7
市民局
男女共同参画課

12 区支え合いのまち推進協議会
「区支え合いのまち推進計画」の推進のため、地域住民、地域福祉活動者及び
社会福祉事業者等が、情報交換を行った。
構成員：各区の公募住民、地域福祉活動者、社会福祉事業者等

6月～3月 19
延べ
408

保健福祉局
地域福祉課

13
食の安全に関する講演会・意
見交換会

食の安全に関する講演会を開催するとともに、平成29年度の食品衛生監視指導
計画案について、消費者である市民、食品等事業者、市の3者で意見交換会を
行った。
対象：市民一般、食品等事業者

2月 1 34
保健福祉局
生活衛生課

14 こども・若者サミット

こども・若者の社会参画事例を広く発信するため、首長フォーラム、自治体の
事例発表、こども・若者の取組み事例の発表、こども・若者の座談会を行っ
た。
対象：子ども、子どもに関わる団体、市民

3月 1 192
こども未来局
こども企画課

15
子ども交流館子ども運営委員
会

子どもたちの自主性を育むとともにより魅力ある施設運営に生かすため、イベ
ントの企画・運営、施設利用のルールづくりなどについて、意見交換を行っ
た。
構成員：中・高校生を中心とした施設利用者

毎月1回 12
延べ
45

こども未来局
こども企画課

16
いずみグリーンビレッジ推進
会議

農業の振興と交流機能の整備を図り、地域の活性化を図ることを目標に策定し
た基本構想・基本計画を効率的に推進するため、対象地域の代表者による意見
交換を行った。
構成員：若葉区東部鹿島川流域の町内自治会から各1人、計18人

9月
3月

2
延べ
14

経済農政局
農業経営支援課

11
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開催回数
（回）

参加者数
（人）

番
号

項　目 概　　　要
実施
時期

所管課

17
「人・農地プラン」の策定に
関する話し合い

人と農地の問題を解決するために策定した「人・農地プラン」の細分化・見直
しにあたり、地域・集落における農業者等との話し合い・検討会を行った。
【話し合い】構成員：農業委員、認定農業者、農業組合長、新規就農者等
【検討会】委員（県、農協、千葉市指導農業士・農業士会等）　計9人

話し合い
8月～3月
検討会
3月

話し合い
8回

検討会
1回

話し合い
延べ107
検討会
延べ9

経済農政局
農業経営支援課

18 交通安全総点検

地域の人々や道路利用者の主体的な参加のもと、地域の交通安全を確保するた
め、特定地域内における道路交通環境について、道路利用者のそれぞれの立場
から点検を行った。
対象：地域住民、障害者団体、学校関係等

11月～2月

中央区
花見川区
緑区
各１回

延べ
66

建設局維持管理課
各区役所
地域振興課

19 新港横戸町線連絡協議会
新港横戸町線に関わる道路の整備において、地域のニーズを反映した道づくり
を推進するために意見交換会を行った。
構成員：沿道の11町内自治会会員

8月 1 14
建設局
道路計画課

20 美浜区高校生連携会議
区内での高校生による地域活動を推進するため、区内在学の高校生による連携
会議を運営し、意見交換を行った。
対象：区内在学の高校生

5月～3月 11
述べ
77

美浜区役所
地域振興課

21
市民等と教育委員との意見交
換会

教育に関する市民ニーズ（意見）を聴取・把握するため、市民等と教育委員と
の意見交換を行った。
対象：学校支援地域本部、PTA連絡協議会

7月
1月

2
延べ
18

教育委員会
企画課

22 学校評議員会
地域の実情に応じた学校運営を行うため、各小学校、中学校、特別支援学校及
び高等学校で保護者や地域住民等と意見交換を行った。
構成員：各学校の保護者、地域住民等

各学校の計画
による

各学校
2～4

各学校
10人程度

教育委員会
学事課

23
学校・家庭・地域連携まちづ
くり推進会議

学校・家庭・地域社会の三者連携により、各地域の特色ある活動を推進するた
め、各中学校区を単位としたまちづくりに関する意見交換を行った。
構成員：学校関係者、保護者代表、地区内教育関係者、児童生徒代表等

各学校の計画
による

各学校
3回程度

約150（地域
関係者）

教育委員会
指導課

24 公民館運営懇談会

公民館運営や各種事業の実施について市民の意見を反映させるため、公民館活
動について、意見交換を行った。
構成員：学校教育関係者、社会教育関係者、社会教育活動に熱意・理解のある
者等

各公民館の計
画による

各公民館
1～5

延べ
629

教育委員会
各公民館

【実施計画にあったが、実施しなかった項目】 【実施計画になかったが、実施した項目】

・（仮称）私のまちづくり条例に関する意見交換会（制定スケジュール変更のため） 　・千葉市新庁舎整備シンポジウム（№3）

・坂月川河川改修に関する意見交換会（開催見送りのため）
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(５)意見募集

1
「千葉市新基本計画」に関する
政策評価（中間評価）の原案に
関する市民意見募集

新基本計画のまちづくりを推進するため、計画の進捗状況の把握や評価・分析
を行い、政策評価(中間評価)案を公表し、意見を募集した。
対象：市民等

5月 0 0
総合政策局
政策企画課

2
第３次実施計画策定方針（案）
等に関する市民意見募集

新基本計画に基づく、具体的な事業を示す第３次実施計画（平成30～32年度）
の策定に当たり、重点的に取り組むべき分野・施策・事業などについて、意見
を募集した。
対象：市民

2月～3月 1 2
総合政策局
政策企画課

3
（仮称）私のまちづくり条例に
関する意見募集

市民の皆さん一人ひとりがまちをよくしたいと思い、考え、行動する新しいま
ちづくりの基本的な事項について定める（仮称）私のまちづくり条例案の検討
に当たり、条例の概要を示した上で、条例で定める内容などについて意見を募
集した。
対象：市民等

6月 5 20
市民局
市民自治推進課

4
「千葉市文化交流プラザ（京葉
銀行文化プラザ）廃止の方針」
に関する意見募集

千葉市文化交流プラザのあり方について検討した結果、平成29年度末で廃止す
る方針を決定・公表し、意見を募集した。
対象：市民等

10月 22 48
市民局
文化振興課

5
特定個人情報保護評価書案に対
する意見募集
（介護保険に関する事務）

番号法に基づき、介護保険に関する事務について特定個人情報保護評価を実施
するため、全項目評価書案を公表し、意見を募集した。
対象：市民等

7月～8月 0 0
保健福祉局
介護保険課

6
環境基本計画の点検・評価結果
に対する意見募集

今後の環境基本計画の策定及び環境施策の展開に反映するため、平成27年度に
実施した市の施策・事業についての点検・評価結果を千葉市環境白書やホーム
ページに掲載し、意見を募集した。
対象：市民等、事業者

通年 0 0
環境局
環境総務課

7
都市計画の決定・変更に係る公
告・縦覧

都市計画の決定・変更に際し、広く市民に理解してもらい、意見を聞くため、
案の公告・縦覧を実施した。
対象：住民及び利害関係人

6月～3月
（年10回）

3 2
都市局
都市計画課

【実施計画にあったが、実施しなかった項目】

・「千葉市公共施設再整備推進指針 第1基」（素案）に対する意見募集（策定方針変更のため）

・公共下水道事業計画の変更に係る公告・縦覧（事業計画の変更が未実施のため）

番
号

項　目 概　　　要
実施
時期

所管課
意見提出者
数（人）

意見数
（件）

　市の施策に対する市民の意見を募集する手続です。パブリックコメント手続も市民の意見を募集する手続ですが、この「意見募集」はパブリック
コメント手続を除いたものとしています。
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番
号

項　目 概　　　要
実施
時期

所管課
意見提出者
数（人）

意見数
（件）

【実施計画になかったが、実施した項目】

・「千葉市文化交流プラザ（京葉銀行文化プラザ）廃止の方針」に関する意見募集（№4）
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(６)アンケート調査

1 区役所窓口満足度調査

市民との接点における区役所職員の応接の改善を図り、さわやかで心の通う市
民サービスを提供するため、窓口を訪れた市民を対象にアンケート調査を実施
した。
対象：区役所来庁者

2月 1,374 1,374 100
総務局
人材育成課

2 ＷＥＢアンケート
短期間で精度の高い市民意識等を把握し、施策等に反映するため、インター
ネット(ちば電子申請システム）を通して、アンケート調査を実施した。
対象：市民等

通年 ― 7,562 ―
市民局
広報広聴課

3
子どもの貧困対策計画策定に
関するアンケート

子どもの貧困対策計画を策定するため、ひとり親家庭等の保護者と子及び児童
養護施設等の児童に対し、生活状況等についての調査を実施した。
対象：①ひとり親家庭の保護者と子（小学生～高校生年齢）
　　　②生活保護世帯の保護者と子（同上）
　　　③就学援助世帯の保護者と子（同上）
　　　④児童養護施設及びファミリーホームの施設職員と児童
　　　⑤里親とその児童

7月 2,062 514 24.9
こども未来局
こども家庭支援課

4 図書館利用アンケート
実際に図書館を利用している市民の意見を図書館サービスに反映するため､図
書館利用の状況や利用者の満足度の調査を定期的に実施した。
対象：千葉市図書館〔14館〕の来館者

2月 2,036 1,863 91.5
教育委員会
中央図書館
管理課

番
号

項　目 概　　　要
実施
時期

所管課
対象者数
（人）

回答者数
（人）

回答率
（％）

　市の施策に対する市民の意向を把握するために行う調査です。「意見募集」のように自由に意見を述べるものではなく、あらかじめ設定された質問に答
える形式で行うものです。

15
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(７)その他の市民参加手続

1
市民シンクタンク（モデル事
業）

市民の知見を活かしたまちづくりを推進するため、市民シンクタンクモデル事
業において、全体ミーティングを5回実施した。

10月～3月 ―
総合政策局
政策企画課

2 市長への手紙等
市政に関する要望、提案、意見等を区役所、公民館等116か所に備え付けた封
筒と便せんを用いて、市民や団体から市長あてに提出する制度。また、電子申
請でも受付を行った。

通年 1,416
市民局
広報広聴課

3 園長への手紙
来園者の目線に立った施設整備や運営を行うため、動物公園に対する要望、提
案、意見等を動物公園内の科学館に備え付けた投書箱や電子メールで受け付け
た。

通年 77
都市局
動物公園

番
号

項　目 概　　　要
実施
時期

所管課
意見数
（件）

　その他の市民参加手続として、次のものを実施しました。

16
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　市民と市が力を合わせて様々な公共の課題を解決するものです。

(１)委託

団体名など 選定方法

1
町内自治会への行政事
務委託

行政文書等の回覧・配布等を効果的に行うため、地域住民
間での情報伝達手段を持つ町内自治会に委託した。

昭和45年度
回覧等
各区合計33件

各町内自治会

地域住民相互の協力が
不可欠な回覧・配布事
務に際して、連絡体制
が確立されている団体
を選定した。

118,764
市民局
市民自治推進
課

2 運動広場管理運営事業

市民の体力向上と健康維持を図るため、手軽にできるス
ポーツ・レクリエーションの場として設置している運動広
場(19か所)の日常的な管理運営を、運動広場の利用団体や
近隣住民等で構成される運動広場管理運営委員会に委託し
た。

昭和52年度
運動広場19ヶ所
利用者数
180,052人

各施設ごとに
設置されてい
る運動広場管
理運営委員会

利用団体、地元町内
会、ＰＴＡ役員などで
構成する運営委員会を
設置し管理運営の委託
契約を締結した。

2,850

市民局
スポーツ振興
課
各区役所
地域振興課

3
学校体育施設開放運営
事業

体力づくり及びコミュニティ活動を図るため、市民に開放
する市内の小・中学校の校庭・体育館・武道場の運営を、
利用団体や地域の各種団体代表等により構成される学校体
育施設開放運営委員会に委託した。

昭和41年度

小学校：112校
利用者数：
2,017,324人
中学校：54校
利用者数：
271,601人

各学校ごとに
設置されてい
る学校体育施
設開放管理運
営委員会

利用団体、地元町内
会、ＰＴＡ役員などで
構成する運営委員会を
設置し管理運営の委託
契約を締結した。

12,671
市民局
スポーツ振興
課

4 障害者福祉大会

障害者週間（12月3日～9日）の一環として、障害者（児）
の自立と市民意識の啓発及び障害者間の障害種別を越えた
交流を図るため、障害者による演奏演技発表や講演会等の
プログラムを実施する障害者福祉大会を、身体障害者当事
者で組織する団体に委託した。

平成11年度 参加者数：260人
一般社団法人
千葉市身体障
害者連合会

障害のある方々との調
整が不可欠であること
及び市内の身体障害者
団体を統括する唯一の
団体（連合会）である
こと、また、本事業業
務委託の実績を基に選
定した。

922
保健福祉局
障害者自立支
援課

２　協働の取組み

協働相手 市事業費
（千円）

　地域の実情に合わせ、事業を円滑に実施するため、ノウハウを有する市民等に実施いただくものです。

協働の
開始年度

番
号

項　目 概　　　要 事業の実績 所管課

17



18

団体名など 選定方法

協働相手 市事業費
（千円）

協働の
開始年度

番
号

項　目 概　　　要 事業の実績 所管課

5
ゆうあいピック（知的
障害者スポーツ大会）

知的障害者のスポーツの発展を図るとともに、社会の知的
障害者に対する理解と認識を深め、知的障害者の自立と社
会参加促進に寄与することを目的として開催する「ゆうあ
いピック」を、知的障害者の家族で組織する団体に委託し
た。

平成5年度 参加者：646人
千葉市手をつ
なぐ育成会

市内で唯一の知的障害
者福祉団体であるとと
もに、第１回大会より
本事業を委託してお
り、本事業に対する理
解が深いため、適正か
つ円滑な大会運営を実
施できることから選定
した。

1,695
保健福祉局
障害者自立支
援課

6 自発的活動支援

在宅の知的障害者本人によるボランティア活動を支援する
ため、その活動の機会を提供するとともに、その活動に関
する便宜を図る自発的活動支援事業を、知的障害者の家族
で組織する団体に委託した。

平成11年度 参加者：1,873人
千葉市手をつ
なぐ育成会

知的障害者に対して年
間80回以上のボラン
ティア活動の場を用意
できるノウハウを有す
る市内唯一の団体であ
ること、また、本事業
業務委託の実績を基に
選定した。

524
保健福祉局
障害者自立支
援課

7
身体障害者スポーツ大
会

身体障害者の体力の維持・増強及び自立と社会参加の促進
を図るとともに全国障害者スポーツ大会の予選を兼ねて開
催する身体障害者スポーツ大会の運営を、身体障害者当事
者で組織する団体に委託した。

平成4年度 参加者数：108人
一般社団法人
千葉市身体障
害者連合会

障害のある方々との調
整が不可欠であること
及び市内の身体障害者
団体を統括する唯一の
団体（連合会）である
こと、また、本事業業
務委託の実績を基に選
定した。

1,863
保健福祉局
障害者自立支
援課

8
障害者虐待に関する講
演会

障害者虐待防止に関する周知を行うため、講演会の開催
を、障害者虐待に関する知識や理解を有する障害者当事者
で組織する団体に委託した。

平成28年度 参加者数：75人
一般社団法人
千葉市身体障
害者連合会

障害のある方々との調
整が不可欠であること
及び市内の身体障害者
団体を統括する唯一の
団体（連合会）である
こと、また、本事業業
務委託の実績を基に選
定した。

80
保健福祉局
障害者自立支
援課

18
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団体名など 選定方法

協働相手 市事業費
（千円）

協働の
開始年度

番
号

項　目 概　　　要 事業の実績 所管課

9
障害者差別解消に関す
る講演会

障害者差別解消に関する周知を行うため、講演会の開催
を、障害者虐待に関する知識や理解を有する障害者当事者
で組織する団体に委託した。

平成28年度 参加者数：54人
一般社団法人
千葉市身体障
害者連合会

障害のある方々との調
整が不可欠であること
及び市内の身体障害者
団体を統括する唯一の
団体（連合会）である
こと、また、本事業業
務委託の実績を基に選
定した。

15
保健福祉局
障害者自立支
援課

19
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団体名など 選定方法

協働相手 市事業費
（千円）

協働の
開始年度

番
号

項　目 概　　　要 事業の実績 所管課

10 障害者作品展
障害者自身の作品の公開展示を通して、社会の理解促進と
障害者の自立と促進に資する障害者作品展を、身体障害者
当事者で組織する団体に委託した。

平成7年度
来館者数：316人
参加出品数：251
点

一般社団法人
千葉市身体障
害者連合会

市内の身体障害者団体
を統括する唯一の団体
（連合会）であり、障
害者の自立と社会参加
を目的とした各種イベ
ントの開催実績がある
ため選定した。

275
保健福祉局
障害者自立支
援課

11
障害者の明るいくらし
促進事業

精神障害者の社会参加の促進を図るために実施する精神保
健福祉教室やボウリング大会などの運営を、精神障害者に
関する知識や理解を有するＮＰＯ法人に委託した。

平成10年度
開催数：4回
参加者数：607人

NPO法人千家
連

市における地域精神保
健福祉の推進及び障害
者の社会復帰や自立の
促進を効率的かつ効果
的に行える委託先とし
ては、本団体のみであ
り、毎年度委託契約に
よる履行を着実に行っ
ているため選定した。

1,083
保健福祉局
こころの健康
センター

12
子どもたちの森公園プ
レーパーク運営業務

子どもたちが自然の中で自由に自分の発想と責任で遊ぶこ
とを通じて、自主性や社会性を育むことを目的に整備した
子どもたちの森公園におけるプレーパークの運営を、計画
段階から関わってきた市民団体が結成したＮＰＯ法人に委
託した。

平成19年度 利用者16,868人

特定非営利活
動法人プレイ
フルエンター
プライズわか
ば

他に実施者がいないた
め選定した。

5,935
こども未来局
こども企画課

13
こどもカフェモデル運
営事業

子どもに信頼される大人が見守る中で、気軽に話をした
り、一緒に勉強したり、また仲間と遊ぶことができるな
ど、子どもたちにとって安心・安全な居場所であるこども
カフェの運営を、ＮＰＯ法人及び市民団体に委託した。

平成23年度

開催箇所：2箇所
開催数：144回
利用者数：2,188
人

特定非営利活
動法人ＶＡＩ
Ｃコミュニ
ティケア研究
所　他1

他に実施者がいないた
め選定した。

2,505
こども未来局
こども企画課

14 男性の子育て支援
男性の子育て支援及び子育てを含めたワーク・ライフ・バ
ランス推進のためのイベントの実施を、ＮＰＯ法人に委託
した。

平成26年度

参加者数
プレパパママ講
座：154.5組
パパスクール：76
人
イクメン応援イベ
ント：131人

NPO法人ファ
ザーリング・
ジャパン

委託実績があり、本市
の「男性の子育て支援
事業」を十分に理解し
ており、当該事業につ
いて大きな成果が期待
できるため選定した。

920
こども未来局
幼保支援課

20
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団体名など 選定方法

協働相手 市事業費
（千円）

協働の
開始年度

番
号

項　目 概　　　要 事業の実績 所管課

15 里親制度推進
里親制度を推進するため、里親の担い手確保に関する普及
啓発等を、ＮＰＯ法人に委託した。

平成27年度

シンポジウム等参
加者：288人
チラシ作成：1万
部
パネル展示：7カ
所(延べ48日間)

NPO法人ちば
こどもおうえ
んだん

委託実績があり、本制
度を十分に理解してお
り、当該事業について
大きな成果が期待でき
るため選定した。

4,000
こども未来局
児童相談所

16
都市農業交流センター
管理運営

都市部と農村部の交流を促進し、農業振興と地域の活性化
を図るため、センターの管理運営を地元住民で組織される
団体に委託した。

平成19年度

合計利用者数：
192,134人
研修室利用件数：
258回
市民農園利用区画
数：301区画

富田町管理運
営組合、下田
ふれあい交流
施設管理運営
組合、中田市
民農園管理運
営組合

地域密着型農業のノウ
ハウを持つ地元団体を
指定管理者として指定
した。

53,123
経済農政局
農業経営支援
課

17
救急車の適切な利用の
促進

救急車の不適切な頻回利用を抑制するため、地域の中での
見守りや居場所づくりの体制を構築する事業を市民団体に
委託した。

平成27年度

電話相談・サロン
（居場所作り）の
実施
頻回利用者：23人
→7人
要請回数：298回
→154回

特定非営利活
動法人ＶＡＩ
Ｃコミュニ
ティケア研究
所

市民公益活動の支援を
目的とするNPO法人を
対象に募集し、企画提
案を審査して選定し
た。

1,153
消防局
救急課

18
地域における建物の防
火安全性の向上

千葉市中央地区商店街協議会と協働し、同協議会の属する
地域において、建物の防火安全性及び地域の防災力を向上
させるため、防火パトロール及び防火推進員養成講座の事
業を同協議会に委託した。

平成28年度

防火・防犯パト
ロール：45回、
239人
防火推進養成講
座：2回、27人

千葉市中央地
区商店街協議
会

地域の商店街組合等の
一定規模単位を対象に
募集し、企画提案を審
査して選定した。

994
消防局
予防課

19
子どもの夢をはぐくむ
学校サポート推進事業

確かな学力の育成をはじめ、特色ある教育活動の推進、特
別に支援を要する児童生徒への支援を行うために、退職職
員等を学校支援員として学校に配置する事業を、ＮＰＯ法
人に委託した。

平成22年度

支援員配置
小学校：91校、
143人
中学校：23校、32
人
特別支援学校：2
校、5人

特定非営利活
動法人ちば教
育夢工房

確かな学力の育成をは
じめ、特色ある教育活
動の推進、特別に支援
を要する児童生徒への
支援を目的とするNPO
法人を対象に募集し、
企画提案を審査して選
定した。

2,118
教育委員会
指導課

21
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団体名など 選定方法

協働相手 市事業費
（千円）

協働の
開始年度

番
号

項　目 概　　　要 事業の実績 所管課

20
放課後子ども教室推進
事業

子どもたちが地域社会の中で心豊かで健やかに育まれる環
境づくりを進めるため、放課後の小学校の校庭や体育館、
余裕教室等における学習や交流などの体験機会の提供等
を、地域住民等で組織された各学校ごとの実行委員会に委
託した。

平成19年度

参加児童数：
6,745人
協力員数：5,200
人
実施日数：2,221
日

新宿小学校つ
ばさわくわく
教室　　他
111ヶ所

地域住民や保護者等で
構成された各学校ごと
の実行委員会を募集
し、運営を委託した。

21,548
教育委員会
生涯学習振興
課

21 特別教室開放事業

学校・家庭・地域住民の連携及び協力を推進し、子どもの
健全育成、地域活動の活性化及び生涯学習の振興を図るた
め、土・日曜日に小学校の特別教室を開放する事業を、地
域住民等で構成される運営委員会に委託した。
箇所数：6か所

平成15年度

年間利用日数：
161日
延利用時間：
1,372.5時間
延利用人数：
9,042人

社会教育関係
者、児童福祉
関係者、地域
住民等により
組織される
「特別教室開
放運営委員
会」

当該校の地域で組織す
る団体に実施してもら
うため選定した。

866
教育委員会
生涯学習振興
課

22 旧生浜町役場管理事業

市指定文化財である旧生浜町役場庁舎を公開し、見学者に
良好な学習環境を提供するため、庁舎の管理、運営をＮＰ
Ｏ法人に委託した。ＮＰＯ法人は、さらに地域の歴史に即
した自主事業を行った。

平成19年度
利用者数：1,164
人

NPO法人ち
ば・生浜歴史
調査会

旧生浜町役場庁舎に関
する専門知識や運営・
管理業務における実績
等を考慮し選定した。

1,165
教育委員会
文化財課

【実施計画にあったが、実施しなかった項目】

・段ボールコンポスト講習会（実施事業者の選定方法を変更したため）

・緑区自主企画事業　都市部住民と農業生産者の交流（天候不順による農作物の育成不良のため）

22
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(２)共催

協働相手側 市側

1
ちば市国際ふれあい
フェスティバル

国際交流・国際協力への理解と関心を促進するとともに、団
体同士のネットワークを構築するため、市やボランティア団
体等と国際交流協会による運営協議会が、展示やパフォーマ
ンスを行うフェスティバルを開催した。

平成6年度

開催日：2月11日
出演団体：23団体
（約300人）
観覧者数：約1,100
人

ちば市国際ふ
れあいフェス
ティバル運営
協議会（事務
局：（公財）
千葉市国際交
流協会）

参加者、観覧
者の募集、企
画、運営

運営協議会に
参加、出展、
広報の協力

0
総務局
国際交流課

2 千葉氏サミット

千葉市のルーツである「千葉氏」の知名度を高め、市民の愛
着や誇りを醸成するため、千葉市、千葉氏顕彰会、千葉商工
会議所、千葉市観光協会等で構成する実行委員会主催によ
り、千葉氏にゆかりの深い全国の都市が一堂に会し、パネル
ディスカッションや物産販売などを行う「千葉氏サミット」
を親子三代夏祭りと同日に開催した。

平成28年度
開催日：8月21日
観覧者数：約700人

千葉氏顕彰会
など

企画、準備、
運営など

負担金の支
出、観覧者募
集、企画、準
備、運営など

5,900
総合政策局
政策調整課

3 市民法律講座
市民の法知識の向上の一助となるため、千葉県弁護士会との
共催で、市民生活に身近な法律問題を題材とした講座を開催
した。

昭和53年度
開催日：3月11日
参加者数：43人

千葉県弁護士
協会

企画、講座資
料作成、講師

会場の用意、
ポスター・チ
ラシ作成、周
知

106
市民局
広報広聴課

4 市民芸術祭
市民文化の向上と芸術文化の振興を図るため、千葉市文化連
盟との共催で、市内の芸術文化団体の日頃の諸活動の成果の
発表を行う芸術祭を開催した。

昭和46年度

開催：2月26日～3月
26日
出演団体：13団体
観覧者数：約33,000
人

千葉市文化連
盟

参加者、観覧
者の募集、企
画、運営

補助金の支
出、広報

3,984
市民局
文化振興課

5
おススメ・カルチャー
プラットフォーム

若者の文化芸術活動を普及、発展させるため、公益財団法人
千葉市文化振興財団、NPO法人フォーエヴァー、市からなる実
行委員会（おススメカルチャー・プラットフォーム実行委員
会）が、高校生を中心に、発表の機会や技術向上の場を提供
した。

平成27年度

開催日：3月25日
出演者・スタッフ：
106人
観客者数：225人

NPO法人
フォーエ
ヴァー

協賛の募集活
動、事務局の
運営

事業費の負
担、関係機関
との連絡調整

1,017
市民局
文化振興課

番
号

項　目 概　　　要
協働の
開始年度

所管課

　市民と市が共に主催者（事業の実施主体）となって、事業を実施するものです。

事業の実績

協働相手について

団体名など
役割分担

市事業費
（千円）
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協働相手側 市側

番
号

項　目 概　　　要
協働の
開始年度

所管課事業の実績

協働相手について

団体名など
役割分担

市事業費
（千円）

6
車椅子アートプロジェ
クト

文化芸術の振興及び共生社会の実現に寄与するため、公益財
団法人千葉市文化振興財団、淑徳大学、市からなる実行委員
会が、2020年の東京オリンピック・パラリンピックに向け
て、新たに文化芸術の視点から車椅子を中心とした障害者等
の多様な表現活動をテーマに取り上げ、人材育成、普及啓発
などの事業を実施した。（車椅子アートプロジェクト実行委
員会）

平成28年度

開催日：2月5日
出演者・スタッフ：
103人
観客者数：約1,000
人

淑徳大学

車椅子スポー
ツ及び車椅子
アスリートと
の連携調整、
学生ボラン
ティアの統括

事業費の負
担、関係機関
との連絡調
整、事務局の
運営

1,875
市民局
文化振興課

7 メディア芸術振興事業

本市の芸術文化の振興を図るため、有識者と市からなる実行
委員会（千葉市メディア芸術振興事業実行委員会）が、将来
の文化を担う子どもや若者を主な対象として、映像メディア
を中心としたメディア芸術に関する人材育成、普及啓発など
の事業を実施した。

平成25年度
開催日：2月19日
講師スタッフ：29人
参加者数：75人

有識者
企画立案、広
報宣伝

事業費の負
担、関係機関
と連絡調整

1,999
市民局
文化振興課

8
スポーツ・レクリエー
ション祭

子どもからお年寄りまで、いつでも、どこでもできるスポー
ツ・レクリエーションを楽しむことを目的に、市内の団体の
代表による実行委員会との共催で、スポーツ・レクリエー
ション祭を実施した。

平成6年度
開催：11月
参加者数：4,406人

千葉市スポー
ツ・レクリ
エーション祭
実行委員会

参加者の募
集、企画、運
営

負担金の支出 958
市民局
スポーツ振興
課

9
スポーツ振興会連絡協
議会事業

地域におけるスポーツの振興を図るため、地域のスポーツ
（社会体育）振興会の代表による連絡協議会との共催で、体
育の日を中心に市民体育祭を、また年間を通して各種スポー
ツ大会やスポーツ教室等を実施した。

昭和52年度

(市民体育祭)
開催：5～7月、9～
11月、3月
参加者数：59,608人
(スポーツ大会・教
室)
開催：4月～3月
参加者数：45,458人

千葉市スポー
ツ振興会連絡
協議会

参加者の募
集、企画、運
営

負担金の支出 5,377
市民局
スポーツ振興
課

10 体育協会事業
市民スポーツの振興及び普及と競技力の向上を図るため、千
葉市体育協会との共催で、市民総合体育大会、種目別市民体
育大会、千葉県民体育大会選手派遣を実施した。

昭和22年度

(市民総合体育大会)
開催：4月～3月
参加者数：20,343人
(種目別体育行事)
開催：4月～3月
参加者数：44,326人

千葉市体育協
会

参加者の募
集、企画、運
営

負担金の支
出、広報の協
力

8,562
市民局
スポーツ振興
課
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協働相手側 市側

番
号

項　目 概　　　要
協働の
開始年度

所管課事業の実績

協働相手について

団体名など
役割分担

市事業費
（千円）

11 少年スポーツ連盟事業
少年スポーツの普及発展のため、千葉市少年スポーツ連盟と
の共催で、スポーツ大会(中央大会、種目別大会)を実施し
た。

昭和52年度
開催：8月～11月
参加者数：18,670人

千葉市少年ス
ポーツ連盟

参加者の募
集、企画、運
営

負担金の支
出、広報の協
力

2,210
市民局
スポーツ振興
課

12 ヘルシーカムカム
口腔保健の啓発及び歯科医療への理解を図るため、歯と口の
健康週間の事業として、千葉市歯科医師会との共催で、歯と
口の健康に関するイベントを行った。

平成4年度
開催日：5月29日
参加者数：1,905人

千葉市歯科医
師会

企画、運営、
関係団体との
連絡

事業負担金の
支出、広報の
協力、参加者
の募集、表彰
式の企画・運
営

1,635
保健福祉局
健康支援課

13 市民健康づくり大会

健やか未来都市ちばプランの普及定着を図るとともに、市民
総ぐるみの健康づくり運動として総合的に展開するため、市
民団体、保健医療関係団体、企業等から成る健やか未来都市
ちばプラン推進協議会等との共催で、市民健康づくり大会を
開催した。

平成15年度
開催日：10月15日
出展団体：26団体
参加者数：7,380人

千葉市薬剤師
会他25団体

各ブース等の
運営による啓
発

負担金の支
出、広報の協
力、共同運営

570
保健福祉局
健康支援課

14 ふれあいコンサート

障害のある人もない人も一緒に演奏を楽しみ、音楽の力で
「心のバリア」を超えて、障害への理解や共感を得る場とな
ることを願い、ＮＰＯ法人との共催で、コンサートを開催し
た。

平成25年度

開催日：11月6日
出演団体：14団体
観覧者数：約800人
ボランティア等：約
120人

NPO法人ちば
特別支援教育

参加者、観覧
者の募集、企
画、運営

広報の協力、
会場の確保

0
保健福祉局
障害者自立支
援課

15 こどものまちＣＢＴ

子どもたちが社会へ参加することを学ぶため、子育て支援団
体、ＮＰＯ法人等からなる実行委員会との共催で、子どもた
ちが企画段階から主体的に擬似的な”まち”を作り、運営す
る中で、共同作業や協議による課題解決等を行う「こどもの
まちＣＢＴ」を開催した。

平成21年度

開催期間：8月26～
28日
参加者数：延べ
1,062人

こどものまち
ＣＢＴ実行委
員会

参加者、観覧
者の募集、企
画、運営

補助金の支
出、広報の協
力

100
こども未来局
こども企画課
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協働相手側 市側

番
号

項　目 概　　　要
協働の
開始年度

所管課事業の実績

協働相手について

団体名など
役割分担

市事業費
（千円）

16 青少年の日フェスタ

青少年と家庭、学校、地域、行政がつながりをもつことで、
青少年のコミュニケーション力を高め、居場所づくりを推進
するため、市内の関係団体等による実行委員会との共催で、
生涯学習センターを会場に青少年の日フェスタを開催した。

平成21年度
開催日：9月17日
参加者数：4,567人

「青少年の
日」及び「家
庭・地域の
日」事業実行
委員会、生涯
学習センター

企画・運営
企画・運営
経費負担
広報

550
こども未来局
健全育成課

17 環境フェスティバル

多くの市民が環境に関心を持ち、環境保全活動に参加する意
欲を育むため、公募市民、学識経験者、事業者等及び市によ
る実行委員会が講演や環境保全活動を紹介するフェスティバ
ルを開催した。

平成20年度
開催日：6月29日
出展団体：5団体
来場者数：240人

千葉市地球温
暖化対策地域
協議会

参加者、観覧
者の募集、企
画、運営

広報の協力、
運営事務

1,000
環境局
環境保全課

18 エコメッセちば
環境保全活動を促進するため、市民団体、事業者、関係行政
機関と市による実行委員会が、環境活動の見本市を開催し
た。

平成8年度

開催日：9月22日
出展団体：100団体
(155ブース)
来場者数：約8,500
人

エコメッセち
ば実行委員会

参加者、観覧
者の募集、企
画、運営

負担金の支
出、広報の協
力

1,000
環境局
環境保全課

19 千葉市民花火大会

市民に夏の風物詩を提供するとともに、経済の活性化を図る
ため、千葉商工会議所、(公社)千葉市観光協会、地元企業、
関係団体及び市による実行委員会が、市民花火大会を開催し
た。

昭和53年度
開催日：8月6日
観覧者数：約30万人

千葉商工会議
所、(公社)千
葉市観光協
会、㈱幕張
メッセ、幕張
新都心ホテル
協議会、㈱ベ
イエフエム

企画、調整、
実施

負担金支出、
企画、調整、
実施

16,000
経済農政局
観光ＭＩＣＥ
企画課
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協働相手側 市側

番
号

項　目 概　　　要
協働の
開始年度

所管課事業の実績

協働相手について

団体名など
役割分担

市事業費
（千円）

20 千葉湊大漁まつり

千葉県及び千葉市の豊かな食、特産品、文化などのＰＲや多
彩な催しを展開することにより、地域の魅力や価値の向上、
地産地消の推進、地域産業の振興、集客交流の拡大を図るた
め、千葉商工会議所、関係団体及び市による実行委員会が、
千葉湊大漁まつりを開催した。

昭和48年度
開催日：11月3日
来場者数：約7万人

千葉商工会議
所、(公社)千
葉市観光協
会、千葉市卸
売市場協力
会、(公財)千
葉市産業振興
財団、(一社)
千葉市園芸協
会、千葉みら
い農業協同組
合、千葉酪農
農業協同組
合、㈱ベイエ
フエム、㈱塚
原緑地研究所

企画、調整、
実施

負担金支出、
企画、調整、
実施

3,000
経済農政局
観光ＭＩＣＥ
企画課

21 港まつり

市民が千葉港の現状や海事に関する理解を深め、千葉港の利
用促進を図るため、千葉商工会議所、㈱千葉日報社、港湾関
係団体等及び市による実行委員会が、千葉港見学会などのイ
ベントを開催した。

昭和28年度

(港内見学会)
開催日：8月5～7日
乗船者数：443人
その他：ポートク
イーン千葉5名選出

千葉港振興協
会

参加者、観覧
者の募集、企
画、運営

補助金の支
出、広報の協
力

352
都市局
海辺活性化推
進課

22 ちばＺＯＯフェスタ

世代を超えた地域の絆を深め、秋の風物詩として新たな動物
文化の振興と醸成を推進するため、園内事業者を中心とする
実行委員会との共催で、動物や動物園をテーマに各種イベン
トを実施した。

平成22年度
開催日：11月5～6日
入園者数：10,074人

㈱マリンスタ
ジアム、㈱動
物公園協会、
㈱自然教育研
究センター

イベントの準
備、設営

イベントの企
画、広報

1,084
都市局
動物公園

23
ドリームナイト・アッ
ト・ザ・ズー

障害のある子どもたちとその家族を招待し園内で気兼ねなく
楽しいひと時を過ごしてもらうことを目的として、淑徳大学
及び企業との共催で、ドリームナイト・アット・ザ・ズーを
開催した。

平成22年度
開催日：8月24日
来園者数：234組804
人

淑徳大学、ジ
ブラルタ生
命、動物公園
ボランティア

イベントの準
備、設営

イベントの企
画、広報

0
都市局
動物公園

27
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協働相手側 市側

番
号

項　目 概　　　要
協働の
開始年度

所管課事業の実績

協働相手について

団体名など
役割分担

市事業費
（千円）

24
緑区自主企画事業
まちカフェライブ

芸術文化の交流を通じて区民相互の交流・ふれあいによる地
域の活性化を図るため、地域住民で構成するまちカフェライ
ブ実行委員会とアートタウンおゆみ野との共催で、区内の飲
食店等を会場にまちカフェライブを開催した。

平成25年度
開催日：10月23日
来場者数：約1,000
人

まちカフェラ
イブ実行委員
会、アートタ
ウンおゆみ野

参加者・ボラ
ンティア・店
舗会場参加店
舗の募集や交
渉、会場運営
等

補助金の支
出、広報の協
力等

511
緑区役所
地域振興課

25
小・中学生のための
オーケストラコンサー
ト

小・中学生が生のオーケストラ演奏を鑑賞する機会を提供す
るため、千葉市民会館大ホールにて、千葉市管弦楽団との共
催でコンサートを開催した。

昭和51年度
開催日：11月5日、6
日（全5公演）
鑑賞者数：3,476人

千葉市管弦楽
団

企画、運営、
演奏

共催金の支
出、市内小中
学校へ合唱参
加の呼びか
け、広報協
力、チケット
取りまとめ・
抽選・配布

168
教育委員会
指導課

26 新春凧揚げ大会
日本の伝承遊びを通して子ども同士の交流や地域の連帯意識
の向上を図るため、小中台中学校区青少年育成委員会及び青
少年相談員連絡協議会との共催で、凧揚げ大会を開催した。

昭和54年度
開催日：1月7日
参加者数：436人

小中台中学校
区青少年育成
委員会、青少
年相談員連絡
協議会

参加者の募
集、企画、運
営

報償費の支
出、広報の協
力

28
教育委員会
小中台公民館

【実施計画になかったが、実施した項目】

・おススメ・カルチャープラットフォーム（№5）

・車椅子アートプロジェクト（№6）

・メディア芸術振興事業（№7）

・小・中学校生のためのオーケストラコンサート（№25）

28
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(３)事業協力

協働相手側 市側

1
災害時避難行動要支援
者支援体制の構築

災害発生時における高齢者や障害者等の避難行動要支援者の
安全を確保するため、「避難行動要支援者名簿に関する条
例」に基づき、避難行動要支援者名簿情報を町内自治会等に
提供し、地域と協力して、安否確認や必要な情報提供、避難
支援を行う体制の構築に取り組んだ。

平成22年度
名簿提供
H29年3月末：242
団体

町内自治会、
マンション管
理組合、自主
防災組織

避難行動要支
援者の支援体
制構築

名簿提供 0

総務局
防災対策課
各区役所
地域振興課

2 避難所運営体制の整備

災害時に迅速かつ円滑に避難所運営委員会を設立し、避難所
の開設・運営を行うことができるように、町内自治会等や避
難所の施設管理者と協力して、避難所運営体制の整備を行っ
た。

平成23年度
設立箇所：226箇
所（H29.3末）

町内自治会、
自主防災組織
など

避難所運営委
員会の設立及
び運営

避難所運営委
員会への支援

84

総務局
防災対策課
各区役所
地域振興課

3 市民の日関連事業
｢市民の日｣の定着及び市民の郷土を愛する心を育み、市民意
識の高揚を図るため、市民団体等と協力して、10月18日の｢市
民の日｣を中心に様々な行事を実施した。

平成10年度

協賛行事：63行事
(57団体)
公共施設の無料開
放：32施設（文化
施設5、スポーツ
施設27）

㈱オニオン新
聞社

行事の企画、
実施、広報
（企業や団体
等への協力依
頼、ＨＰや
リーフレット
の作成等）

関連行事及び
公共施設所管
課への協力依
頼、各種広報
等

0
市民局
市民自治推進
課

4
千葉市を美しくする運
動推進事業

｢親子三代夏祭り｣を始めとした、美しいまち、ふれあいのあ
るまちづくりを目的として実施する諸事業を、｢千葉市を美し
くする会｣等と協力して実施した。

昭和38年度

花苗の配付、ひま
わりいっぱい運
動、ポイ捨てやめ
ようキャンペー
ン、新春市民凧あ
げ大会、昔遊びイ
ベント、親子三代
夏祭り等

千葉市を美し
くする会

会議への出
席、事業の企
画・実施等

補助金交付、
事務局業務等

9,760
市民局
市民自治推進
課

5
地域防犯ネットワーク
推進

地域を見守り、犯罪を抑止するネットワーク作りを進めると
ともに、防犯意識の向上を図り、安全で安心なまちづくりを
進めるため、市民、事業者及び警察と連携し、防犯啓発キャ
ンペーンを実施した。

平成18年度
街頭啓発の実施
連絡会議の開催

「千葉市内の
防犯への協力
に関する覚
書」締結団体
（60団体）

防犯活動、通
報

情報提供、防
犯ステッカー
配付等

252
市民局
地域安全課

番
号

項　目 概　　　要
協働の
開始年度

所管課役割分担
市事業費
（千円）

　市民と市が相互の役割分担を定め、協力して事業を実施するものです。ただし、「共催」に該当するものは除きます。

事業の実績

協働相手について

団体名など
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協働相手側 市側

番
号

項　目 概　　　要
協働の
開始年度

所管課役割分担
市事業費
（千円）

事業の実績

協働相手について

団体名など

6
ちば市政だより市民配
布事業

地域コミュニティの醸成・振興を図るとともに、市政だより
の到達率の向上を図るため、市民（町内自治会など）と協力
して配布した。

平成26年度

毎月2回（1日、15
日）
配布部数：約
36,000世帯

町内自治会な
ど

配布 報償費の支給 6,740
市民局
広報広聴課

7
ちばレポ（ちば市民協
働レポート）

ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した市民協働によるまちづく
りを目指して、地域で発生している不具合を市民からレポー
トしてもらい、市民との協力により、地域の課題解決を行っ
た。

平成26年度

参加登録者：
1,022人
レポート数：
3,643件（内訳：
こまった1,880件
かいけつ457件
テーマ1,306件）
サポーター活動：
10回

参加登録者
（累計4,715
人）、
連携協力の覚
書締結企業及
び団体（累計
16）

課題を発見し
レポートする
こと、課題の
解決に参加す
ること（除草
作業、清掃活
動、落書き消
しなど）

サポーター活
動への案件化
（地域の課題
解決への参加
者の募集）

5,386
市民局
広報広聴課

9 ブックスタート事業

親子が絵本を介して心ふれあうひとときを持つきっかけを作
り、健やかな親子関係を支援することを目的に、養成講座を
修了した「赤ちゃんとふれあい絵本ボランティア」や図書館
の「地域おはなしボランティア」と協力して、4か月児健康診
査に来所した親子を対象に、絵本の読み聞かせ等を実施し
た。

平成23年度
年160回
参加者数：延
7,206人

赤ちゃんとふ
れあい絵本ボ
ランティア、
地域おはなし
ボランティ
ア、千葉市内
図書館

読み聞かせの
実施(ボラン
ティア）、地
域おはなしボ
ランティアの
派遣（千葉市
内図書館）

研修会の実施 4,909
保健福祉局
健康支援課

10 食育のつどい
多くの市民が食育に関心を持つため、千葉市健康づくり推進
協議会食育推進部会の協力により、食育イベントを開催し
た。

平成24年度
年1回（6月）
参加者数：延べ
8,369人

関係機関及び
団体等

ステージ、展
示ブース出展

企画運営、調
整に関するこ
と

500
保健福祉局
健康支援課

平成14年度

①戦跡めぐり
ウォーキング：参
加者26人
②平和の折り鶴送
呈：12万羽(作業
ボランティア延べ
51人)

市民、ボラン
ティア

①戦跡めぐり
ウォーキン
グ：講師
②平和の折り
鶴送呈：折り
鶴作成、千羽
鶴に束ねる作
業

①戦跡めぐり
ウォーキン
グ：広報・募
集・運営
②平和の折り
鶴送呈：広
報・募集・送
呈

①戦跡め
ぐり
ウォーキ
ング：19
②平和の
折り鶴送
呈：32

平和啓発事業
市民局
市民総務課

8
戦争の悲惨さや平和の大切さを知ってもらうために、平和の
折り鶴の作成、戦跡めぐりウォーキング等を市民やボラン
ティア団体と協力して実施した。
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協働相手側 市側

番
号

項　目 概　　　要
協働の
開始年度

所管課役割分担
市事業費
（千円）

事業の実績

協働相手について

団体名など

11
地域健康づくり支援連
絡会

各区の健康課題解決のため、地域住民、関係行政機関、医療
機関、健康づくりに資する活動を実施する関係者、地域の民
間事業所等と協力して、情報共有や環境整備に向けた検討を
行った。

平成21年度 年2回（各区）

千葉市医師
会、町内自治
会連絡協議会
等

連絡会出席、
助言、意見交
換等

連絡会の開
催、調整に関
すること

233
保健福祉局
健康支援課

12 食品衛生推進員制度

市民の食生活の安全確保に寄与するため、社会的信望があ
り、かつ、食品衛生の向上に熱意と見識のある者から市長が
委嘱した食品衛生推進員の協力により、食品営業施設への巡
回や助言等を行った。

平成17年度
延べ巡回施設
1,741施設

食品衛生推進
員

食品営業施設
への巡回、助
言指導等保健
所が行う事業
への協力

食品営業施設
への監視指導

1,200
保健福祉局
生活衛生課

13 動物の譲渡事業
千葉市動物保護指導センターに収容された犬やねこの譲渡を
進めるため、登録したボランティアや非営利団体と協力し
て、希望者へ譲渡した。

平成20年度
犬：65頭
猫：393匹

譲渡事業協力
者

動物の運動、
飼育管理、洗
浄、トリミン
グ、広報、希
望者への譲渡
など

事業全体の運
営、譲渡候補
動物の管理な
ど

916
保健福祉局
動物保護指導
センター

14 介護相談員派遣事業

介護サービスの利用者及びその家族の疑問、不満、不安の解
消を図るとともに、サービス事業所における介護サービスの
質的向上を図るため、公募市民及び関係団体からの推薦によ
る介護相談員の協力により、介護サービス事業所を訪問し、
利用者等と話し合うことで、施設と利用者の橋渡し的な役割
を担った。

平成13年度

56事業所を月1回
訪問(2人1組)
相談員と介護保険
課の連絡会議：年
11回

特別養護老人
ホーム・介護
老人保健施
設・グループ
ホーム等

介護相談員の
受け入れ

介護相談員の
派遣、意見交
換会の実施

7,236
保健福祉局
介護保険課

15
健康づくり運動イベン
ト

市民が健康的な運動習慣の獲得、体力づくり等に取り組む
きっかけとなるよう、健康部門とスポーツ部門、市民等の協
力により、運動イベントを開催した。

平成27年度
年1回（各区）
参加者数：延べ
1,064人

各地区スポー
ツ振興会、ス
ポーツ推進委
員、周辺の町
内自治会等

会場の確保、
当日従事、地
域住民への周
知、活動紹
介、運動指導
補助等

イベントの企
画・運営、関
係機関との連
絡調整等

2,245
保健福祉局
健康支援課
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協働相手側 市側

番
号

項　目 概　　　要
協働の
開始年度

所管課役割分担
市事業費
（千円）

事業の実績

協働相手について

団体名など

16 成人を祝う会

成人に達した青年の新しい門出を祝い励ますとともに、大人
としての自覚を促し、郷土｢千葉市｣への関心を深める機会と
するため、千葉市青年協議会の協力を得て「成人を祝う会」
を開催した。

昭和40年度
参加者数：6,902
人

千葉市成人を
祝う会運営協
議会、千葉市
青年協議会

企画・運営 企画・運営 6,299
こども未来局
健全育成課

17
オレンジリボン運動
街頭キャンペーン

児童虐待防止を広く啓発するため、一般公募のボランティ
ア、市内中高生、市内施設職員等と協力して、啓発を実施し
た。

平成21年度
啓発箇所：6箇所
参加者数：延べ51
人

一般公募、市
内中学校、市
内高校等

街頭啓発従事 街頭啓発準備 2,447
こども未来局
こども家庭支
援課

18 環境教育等推進事業
地域における環境教育を推進するため、環境活動団体と協力
して、公民館等が行う環境関連の講座、勉強会、自然観察会
等に、講師を派遣した。

平成17年度 派遣3回

環境パート
ナーシップち
ば、NPO法人
ちば環境情報
センター

環境関連の講
座の開催

公民館への周
知、開催の調
整

39
環境局
環境保全課

19
地球温暖化対策地域協
議会事業

千葉市地球温暖化対策実行計画等の温暖化対策を効果的に推
進するため、公募市民、市民団体、各種事業者等と市による
地球温暖化対策地域協議会が、平成23年3月に策定したアク
ションプランに基づき、市民、事業者向けの啓発事業等を実
施した。

平成16年度 通年
千葉市地球温
暖化対策地域
協議会

企画、運営 事務局対応 1,000
環境局
環境保全課

20
坂月川ビオトープの管
理・運営

市民が身近な水辺に親しみ、自然とふれあうことのできる場
とするため、坂月川流域の環境保全活動団体と協力して、ビ
オトープ施設の維持管理、動植物調査、啓発活動などを行っ
た。

平成16年度 通年85回 坂月川愛好会

除草等施設の
維持管理、動
植物調査及び
保全活動、環
境学習の支援
等啓発活動

草刈、池堀
削、散策路整
備、木道補
修、掲示板補
修

1,555
環境局
環境保全課
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協働相手側 市側

番
号

項　目 概　　　要
協働の
開始年度

所管課役割分担
市事業費
（千円）

事業の実績

協働相手について

団体名など

21
大草谷津田いきものの
里推進事業

市民が身近に自然とふれあい、自然について学ぶ場を提供す
るため、市民団体、学校関係者及び専門家と協力して、｢大草
谷津田いきものの里｣の田んぼづくり、森づくり活動、生物環
境調査を行った。

平成18年度

田・森づくり：33
回
生物環境調整：24
回
ホタル調査：4回
カエル調査：4回

田・森づくり
部会、生物環
境部会

田・森づく
り、生物環境
調査

現場調整、関
係機関調整、
土地所有者と
の保全協定締
結

282
環境局
環境保全課

22 河川浄化活動の推進

豊かで潤いのある水辺環境を構築するため、坂月川、都川、
花見川及び鹿島川の4河川を対象に、公募による河川浄化推進
員と協力して、生活排水対策に係る啓発活動や河川の水質浄
化活動を行った。

平成12年度
毎月1～2回
活動人数：延べ
185人

坂月川愛好
会、花見川の
環境を守る
会、NPO法人
都川の環境を
考える会、
NPO法人バラ
ンス21

水質測定、清
掃活動、生き
物調査、監視
活動等

水質検査消耗
品支給、関係
機関との連絡
調整

532
環境局
環境保全課

23
市の鳥コアジサシの保
護

市の鳥であるコアジサシの保護対策、生息調査のため、人工
海浜内の保護区域において、水鳥研究家等の活動家と協力し
て、コアジサシの保護活動とその推進事業を行った。

平成25年度

コアジサシ営巣地
への人止柵設置・
撤去
設置：4月
撤去：8月

水鳥研究会東
京湾グルー
プ、野鳥の会
など

注意看板及び
柵の設営、撤
去

資材の手配、
運搬、設営

0
環境局
環境保全課

24 ごみゼロクリーンデー

街を美しくし、ごみ問題について市民に考えてもらうことを
目的に、市民と協力して、道路等に捨てられたごみ等を収集
した。
区開催：市民が各区役所の設定したコースのごみを収集
地域開催：地元町内自治会等がコースを決めて散乱ごみを収
集

昭和56年度

区開催：5/29
地域開催：5/29～
6/30
参加者延べ31,194
人

周辺の町内自
治会、ボラン
ティア団体

清掃
ごみ袋の支
給、回収

9

環境局
廃棄物対策課
各区役所
地域振興課

25 廃食油の拠点回収事業

ごみの減量化・資源化を図るため、地域団体や事業者と協力
して、家庭から排出される廃食油（てんぷら油・サラダ油
等）を集める回収拠点の設置や、それを収集し、バイオ軽油
等に再資源化するルートを構築した。

平成26年度
回収拠点32拠点、
回収量6,832リッ
トル

地域団体、民
間事業者

拠点設置、収
集

回収ボックス
等の支援

186
環境局
廃棄物対策課
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協働相手側 市側

番
号

項　目 概　　　要
協働の
開始年度

所管課役割分担
市事業費
（千円）

事業の実績

協働相手について

団体名など

26 廃棄物適正化推進員
廃棄物の適正処理及び再利用等の普及、啓発を目的として、
町内自治会等から推薦された廃棄物適正化推進員と協力し
て、ごみの適正処理やごみの再利用の普及活動を行った。

平成5年度
推進員数：1,138
名

町内自治会等
ごみの適正排
出等の普及活
動

身分証明書の
発行、腕章の
貸与

13,850
環境局
収集業務課

27
ペットボトルキャップ
回収運動

ペットボトルのキャップを集めることにより、焼却ごみの削
減及び温室効果ガスの発生を抑制するため、(社福)千葉市社
会福祉協議会と協力して回収運動を実施した。

平成21年度

拠点回収：
27,280.9㎏(ペッ
トボトルキャップ
11,730,787個相
当)

千葉市ボラン
ティアセン
ター

ペットボトル
キャップの回
収

ペットボトル
キャップの回
収

0
環境局
収集業務課

28
廃棄物等不適正処理監
視事業

廃棄物等の不適正処理の未然防止、災害防止及び生活環境保
全を図ることを目的に、町内自治会等から推薦された廃棄物
等不適正処理監視委員の協力によりパトロールを行った。

平成2年度
通報件数：７件
委嘱委員：７人

地域住民
（個人）

廃棄物不適正
処理の通報

原因者の調
査・指導

0
環境局
産業廃棄物指
導課

29
里山の保全推進事業・
市有林整備事業

市民に身近な自然である市指定の里山地区及び市有林を保全
するため、下草刈り、間伐等の保全管理を、森林ボランティ
ア団体、ＮＰＯ法人等と協力して行った。

平成14年度

①ちば森づくりの
会
参加者数：延べ
1,147人
②千葉市里山ボラ
ンティアの会
参加者数：延べ
495人

NPOちば森づ
くりの会、千
葉市里山ボラ
ンティアの
会、㈱パラッ
ツオ東京プラ
ザ、NPO樹
木・環境ネッ
トワーク協会

下草刈り、枝
打ち、間伐等
の保全管理

報償金の交
付、森林ボラ
ンティア推進
事業（増員等
のためのボラ
ンティア研修
会等の開
催）、安全研
修会の開催

1,880
経済農政局
農業経営支援
課

30
いずみグリーンビレッ
ジ協力員

いずみ地域内の自然景観や歴史・文化等の資源を保全・活用
し、地域の活性化を図るため、自然観察会や歴史探索ウォー
キング等のイベントをいずみグリーンビレッジ協力員と協力
して実施した。

平成17年度

自然観察会：2回
歴史探索ｳｫｰｷﾝ
ｸﾞ：1回
更科中総合学習：
2回

いずみグリー
ン
ビレッジﾞ協
力員

事業活動への
協力、事業に
関する意見交
換や提案

協力員への依
頼、事業運営

168
経済農政局
農業経営支援
課

34



35

協働相手側 市側

番
号

項　目 概　　　要
協働の
開始年度

所管課役割分担
市事業費
（千円）

事業の実績

協働相手について

団体名など

31 富田町コスモス育成
遊休農地の有効活用、都市部と農村部の交流及び地域の活性
化を図るため、富田町におけるコスモスの育成を、地域住民
やボランティアと協力して実施した。

平成14年度

育成期間：4月～
10月
コスモスまつり：
10月参加者数：延
べ369人

コスモスまつ
り
実行委員会

ボランティア
の募集、コス
モスの育成、
開花期のイベ
ント運営等

広報活動、補
助金の交付

73
経済農政局
農業経営支援
課

32 屋外広告物除去活動
屋外広告物の適正化を推進するため、講習会を受講して違反
広告物の簡易除去権限を委任された市民と協力し、日常的に
除去活動を展開した。

平成14年度

屋外広告物適正化
講習会：4回
登録者数：延べ78
人

市民、自治
会、企業

違反広告物の
簡易除去

腕章、用具の
貸与

0

都市局
都市計画課
都市景観デザ
イン室

33
かざぐるまプロジェク
トボランティア

ホームタウンである蘇我の街を応援し、盛り上げるため、地
域住民や大学と協力し、蘇我駅からフクダ電子アリーナまで
の沿道をジェフ色にする「かざぐるまプロジェクト」を実施
した。

平成26年度

年22回（3月～11
月）
参加者数：延べ約
300人

周辺の町内自
治会、企業、
大学など

かざぐるまの
掲出、作成

調整、作業補
助

0
都市局
市街地整備課

34
ウェストリオテナント
会活動

千葉駅西口エリアの賑わいを創出するため、ウェストリオに
入居するテナントと協力し、千葉西口マルシェ、イルミネー
ション、駅前広場周辺の清掃活動等を実施した。

平成26年度

ﾏﾙｼｪ等：企画日数
39日
ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ：64日間
清掃活動：12回

ウェストリオ
テナント会

企画・運営

各種手続き等
の支援・関係
者間調整・後
援

0
都市局
都心整備課

35 パラソルギャラリー
中心市街地の賑わいを創出するため、パラソルギャラリー実
行委員会と協力して、歩道上にパラソルを設置し、パラソル
下の空間を「アートスペース」として活用した。

平成12年度

開催日：10月1～2
日
設置数：89本
来場者数：延べ約
10,710人

パラソルギャ
ラリー実行委
員会

企画・運営 後援 0
都市局
都心整備課
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36
花のあふれるまちづく
り事業

花のあふれるまちづくりを推進するため、市民団体等と協力
して、露地やプランター、街路樹桝で花壇づくりを行った。

平成15年度
花苗配布80株(年2
回)

手づくり花壇
団体等

花苗植付、管
理

花苗助成 10,900
都市局
緑政課

37 園生の森公園管理
公園の緑を守り育てるため、樹木の間伐、野草保護の看板づ
くり、間伐材による階段づくり、野草の盗掘防止等のパト
ロールなどを、ボランティア団体と協力して実施した。

平成18年度
パトロール(月1回
以上)、ＨＰの更
新、観察会の開催

園生の森を育
てる会

園生の森公園
の広報、イベ
ント及び自然
保護パトロー
ル

自然環境に配
慮した草刈り
作業範囲の調
整、実施

169
都市局
中央・稲毛公
園緑地事務所

38 市民の森清掃
自然環境の保全を図るとともに、市民に自然に触れあういこ
いの場を提供するため、市が指定した市民の森の清掃等を町
内自治会、老人会、ボーイスカウト等と協力して行った。

昭和62年度
9団体(毎月2回)
参加者数：延べ約
2,400人

市民の森維持
管理団体

清掃、施設点
検

ごみ袋の支
給、回収、清
掃用具の貸与

1,976
都市局
緑政課

39 公園清掃
地域の公園の環境維持及び公園に対する愛護精神の醸成を図
るため、公園の清掃や除草を始めとした維持管理を町内自治
会、子ども会等の団体と協力して行った。

昭和46年度
清掃及び除草(毎
月2回以上)

自治会、子ど
も会等

清掃、除草、
損壊等の連絡

ごみ袋の支
給、回収、用
具代の支給

21,418
都市局
各公園緑地事
務所

40 千葉公園管理
千葉公園内の花壇づくり団体（千葉公園花の輪）と千葉公園
ボランティアと協力して、園内の花壇の拡充や清掃・低木刈
込等の管理を行った。

平成17年度
花壇管理、園内清
掃、低木刈込

花の輪、千葉
公園ボラン
ティア

花壇の維持管
理（月2
回）、園内清
掃及び低木刈
込等の管理
（週1回）

花の種、堆
肥、培養土の
支給

172
都市局
中央・稲毛公
園緑地事務所
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41 花島公園市民花壇管理
四季を通して花を楽しむことができるよう、花島公園内の市
民花壇の花苗の育成、維持管理をボランティア団体と協力し
て行った。

平成19年度
毎月1回
参加者数：延べ
131人

花島はなの会

育苗、苗の植
え付け、水や
り等の維持管
理

種、堆肥等資
材の提供

3
都市局
花見川公園緑
地事務所

42 泉自然公園の野草管理

泉自然公園の来園者が野草に親しめるよう、野草園の整備や
清掃等の維持管理をボランティア団体と協力して実施した。
また、園内に自生する野草の管理や、新たな「ヤマユリの名
所」づくりを協働で行った。

平成12年度
野草園の維持管理
（毎月2回）

NPO法人千葉
の自然に親し
む会

野草園維持管
理
清掃・除草・
野草の手入れ

資材・用具提
供

0
都市局
若葉公園緑地
事務所

43
泉自然公園ボランティ
アガイド

泉自然公園の魅力を知ってもらうため、ボランティアガイド
養成講座受講者の協力により、野草や野鳥のガイドを実施し
た。

平成25年度
野鳥ガイド：22回
野草ガイド：17回

ボランティア
ガイド登録者

来園者へのガ
イド

広報・実施日
調整

315
都市局
若葉公園緑地
事務所

44 昭和の森花壇づくり
四季を通して花を楽しむことができるよう、昭和の森園内の
花壇の整備や花苗の植え込み、育成をボランティア団体と協
力して実施した。

平成22年度

昭和の森内花壇の
整備・花苗の植込
み・育成（毎週１
回程度）

昭和の森「花
うさぎの会」

花壇計画及び
管理作業の協
力、資材等の
提供、広報・
記録等

会議室・資材
等の提供、作
業の協力

0
都市局
緑公園緑地事
務所

45 昭和の森自然観察会
自然保護に関する意識を高めるために、環境活動団体と協力
し、昭和の森で自然観察会やカタクリ観察ガイド、親子田ん
ぼ教室、ホタル観賞会等を実施した。

平成3年度

自然観察会：12回
親子田んぼ教室：
3回
カタクリ観察会：
1回
ゲンジボタル観察
会：1回
その他：自然環境
整備等

千葉県自然観
察指導員協議
会

自然観察会の
企画・開催、
管理作業の実
施

自然観察会の
開催及び管理
作業の役務等
の提供、広報

177
都市局
緑公園緑地事
務所
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46
泉谷公園ほたるの里づ
くり

ホタルとの触れ合いを通して自然への愛着を深めるため、ホ
タルに関連する地域イベントや、ホタル生育に関する学習会
の開催等を市民団体と協力して行った。

平成22年度

イベント(ほたる
の道しるべ)の開
催：1回
ほたる生態園の見
学及び育成に関す
る学習会の開催：
随時

ほたるの里お
ゆみ野子ども
まちづくりク
ラブ

イベント準
備・運営、ほ
たる生態園に
おける見学・
学習会の開催

活動の際の会
場・資材・役
務等の提供及
びほたる生育
に関する情報
提供

0
都市局
緑公園緑地事
務所

47
あすみが丘地区コミュ
ニティガーデン整備

花とみどりのあふれる街づくりを推進するため、あすみが丘
地区内の公園花壇の整備や維持管理を、地域住民で組織する
団体と協力して行った。

平成22年度

あすみが丘地区の
公園整備予定地内
の花壇管理・花苗
育成等（通年）

あすみが丘
イースト・
ガーデンクラ
ブ

花壇計画及び
管理作業の協
力、資材等の
提供、広報、
記録等

公園内使用許
可、会議室貸
出、作業協力

0
都市局
緑公園緑地事
務所

48
昭和の森ビオトープの
会

千葉市の原風景である里山や谷津田が残された昭和の森の自
然環境を守り続けるため、昭和の森ビオトープの会と協力
し、田んぼづくりを行い、自然のビオトープとして保全・管
理した。

平成23年度
昭和の森ビオトー
プの管理作業(毎
月2回程度)

昭和の森ビオ
トープの会

ビオトープの
管理作業、人
員募集、運営
事務、広報等

資機材・役務
等の提供、広
報、会議室貸
出等

0
都市局
緑公園緑地事
務所

49
おゆみ野フォーシーズ
ンプロジェクト

優れた緑と水辺の環境を維持向上させるために、市民団体と
協力して、「おゆみの道」の清掃・観察を行った。

平成24年度
清掃活動(月1回以
上)
樹名板の設置等

おゆみ野緑と
せせらぎの会

チラシ・ポス
ターの作成及
び配布、住民
参加の企画調
整、清掃作業
の準備・実
施、日常点検
等

資料・資機材
及び会議室貸
出・清掃用具
保管場所の提
供・広報活動
に関する連絡
調整・ごみの
回収処理等

177
都市局
緑公園緑地事
務所

50
稲毛海浜公園の樹木管
理

稲毛海浜公園の環境維持及び公園に対する愛着心の醸成を図
るため、樹木の剪定や伐採等の維持管理を地域住民と協力し
て行った。

平成23年度
活動日：毎週木・
金曜日

まつかぜクラ
ブ

園内樹木の剪
定、清掃等

技術指導及び
活動に係る道
具の貸出

0
都市局
美浜公園緑地
事務所
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51 パークマネジメント
公園を地域の庭として、もっと身近で魅力ある空間にしてい
くためのモデル事業として、清掃のみならず、低木剪定や利
用調整などを地域住民と協力して行った。

平成24年度 16団体（21公園）
パークマネジ
メント団体

清掃、低木剪
定、利用調整
など

活動支援と団
体が行うこと
ができない維
持管理業務

130
都市局
公園管理課

52
都川水の里公園整備事
業

千葉県が整備している多目的遊水地を活用し、水辺に親しむ
総合公園を整備するに当たり、田んぼづくりや野草の調査、
種の採取等を地元小学校の児童、地域住民、市民団体の協力
により実施した。

平成19年度
年15回
参加者数：延べ約
300人

NPO都川の環
境を考える
会、ジュニア
クラブ、たん
ぽぽクラブ、
体験講座修了
者グループ

稲作作業全般

稲作作業全
般、稲作資
材・農機具貸
与、苗・肥料
の提供

19
都市局
公園建設課

53 動物公園花壇管理
宿根草や山野草を生かし、来園者を各ゾーンへ誘う花の道し
るべを作るため、園内の花壇管理をボランティア団体と協力
して行った。

平成24年度
動物公園内の花壇
の設置、管理

ＨＡＮＡ＋、
生活支援クラ
ブラルゴ

花苗育成、調
達、花壇への
植付、管理

花壇（場所）
の提供

0
都市局
動物公園

54
動物解説・園内ガイド
ボランティア

来園者の満足度の向上を図り、動物に対する関心をより高め
るために、動物公園ボランティアと協力し、動物公園の案内
やイベントの補助、動物の解説等を行った。

平成25年度
年260回
参加者数：延べ
1,274人

動物公園ボラ
ンティア

動物公園の案
内、動物の解
説、イベント
の補助

動物解説等の
資料提供

0
都市局
動物公園

55
生牧草、自分で収穫、
エサやり体験 in 千葉
市動物公園

子どもたちが自然や生命の大切さを学ぶことを目的として、
生牧草の収穫や動物公園のバックヤードで給餌等を体験する
イベントを企業と協力して開催した。

平成26年度
開催日：11月26日
参加者数：24人

(株)中央牧草
センター

チラシ、ポス
ターの作成、
配布、企画調
整

動物へのエサ
やり体験や、
動物ガイド

0
都市局
動物公園
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56
花のあふれる道づくり
事業

花のあふれる親しみのある道づくりを目指し、各区の主要な
駅前広場に設置したプランターやベンチの花の管理及び定期
的な花の植付け作業を、地元商店会や町内自治会などと協力
して実施した。

平成14年度
6箇所(ＪＲ鎌取駅
他)

花のほまれ会
他

散水や花の手
入れ

プランターや
ベンチの提
供、管理補助

13,253
建設局
維持管理課

57
道路施設への落書き防
止事業

道路施設への落書き防止を図るため、地元中学校や塗装協同
組合と協力して、道路施設への壁画の作成を実施した。

平成18年度
実施日：10月15～
16日
参加者数：34人

市立稲毛中学
校、千葉市中
央塗装協同組
合

壁画作成、塗
料の提供・配
合

交通誘導等安
全対策、地元
調整

0
建設局
維持管理課

58
こてはし台調整池の水
辺づくり

調整池の多目的利用の一つとして、市民が親しめる水辺とな
るよう、調整池内の草刈、清掃などの維持管理を、地元町内
自治会及び地元小学校の児童と協力して行った。

平成20年度

実施回数：2回（5
月、10月）
参加者数：延べ約
300人

こてはし台調
整池水辺を守
る会

清掃・施錠 除草・施錠 100
建設局
下水道維持課

59
せせらぎと心をいやす
中溝花街道の実現

水路の暗渠
アンキョ

化に伴う上部の有効利用として、市民が親しめる

水辺となるよう、せせらぎ水路の清掃などの維持管理を、地

元町内自治会と協力して行った。

平成20年度
実施回数：1回（7
月）
参加者数：7人

鶴沢町自治会
清掃・軽微な
修繕作業

施設の修繕・
改良・改築

0
建設局
下水道維持課

60
中央区自主企画事業
中央区ふるさとまつり

区民意識の醸成や地域の活性化を推進するため、実行委員会
と協力して「ふるさとまつり」を開催した。

平成5年度

開催日：10月16日
実行委員数：46人
来場者数：約
120,000人

中央区ふるさ
とまつり実行
委員会

事業の実施
補助金の交
付、実行委員
会事務局

3,280
中央区役所
地域振興課

40



41

協働相手側 市側

番
号

項　目 概　　　要
協働の
開始年度

所管課役割分担
市事業費
（千円）

事業の実績

協働相手について

団体名など

61
中央区自主企画事業
ガーデニングボラン
ティア

花を通じて区民意識と連帯感の醸成を図るため、ガーデニン
グに必要なプランターやシャベル、水等の提供を行い、ボラ
ンティアと協力して、中央区役所内の花苗の植え替えや管理
を行った。

平成22年度
通年実施
団体数：2団体

千葉ＹＭＣ
Ａ、ガーデニ
アクラブ

区役所前のプ
ランター管理

水とプラン
ターの提供

11
中央区役所
地域振興課

62
中央区自主企画事業
中央区防災マップ作成
事業

大規模災害発生時に、区民が状況に応じて速やかに避難を開
始することができるよう、地域住民と協力して、地震や浸水
など災害に応じた安全安心な自主防災マップを作成した。

平成24年度
作成団体数：13団
体

町内自治会、
地区町内自治
会連絡協議会

現地調査（ま
ち歩き）、防
災マップ作成

アドバイザー
派遣、印刷配
付

1,151
中央区役所
地域振興課

63
花見川区自主企画事業
花見川区民まつり

区民相互の協調と親睦、区民意識の醸成及び高揚を図り、地
域の発展に寄与するため、実行委員会と協力して、花島公園
をメイン会場として舞台演奏、フリーマーケットなどの様々
な催しを行った。

平成5年度

開催日：10月23日
実行委員数：379
人
来場者数：約
53,500人

町内自治会ほ
か

企画、運営 運営補助 3,658
花見川区役所
地域振興課

64
花見川区自主企画事業
朝市＆花カフェ

区民相互の交流及び、市内産の野菜を知り味わってもらうた
め、区民等と協力して野菜の販売を行うとともに、オープン
カフェを設置し区民の憩いの場を創出した。

平成25年度
年12回（毎月）
参加者数：延べ約
120人

千葉市園芸協
会、社会福祉
法人栗の木ほ
か

出店
運営補助、広
報

16
花見川区役所
地域振興課

65
稲毛区自主企画事業
稲毛区民まつり

区民相互の交流、ふれあいによる地域の活性化と区民意識を
醸成するため、実行委員会に対し、まつりに係る経費を補助
するとともに、実行委員会と協力して区民まつりを開催し
た。

平成5年度

開催日：10月16日
実行委員数：32人
来場者数：約
52,000人

稲毛区民まつ
り実行委員会

まつりの企
画・当日の運
営

運営補助 3,894
稲毛区役所
地域振興課
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66 稲毛区花プロジェクト
区民主体の街づくりに対する意識の醸成を図るため、区民か
ら募った写真で花の写真展を開催したほか、区役所内花壇の
維持・管理をボランティア団体と協力して行った。

平成26年度

（花の写真展）
申請数：110
申請枚数：188枚
（ボランティア）
団体1・個人4

ボランティア
団体、区民

写真の提供
植栽の管理

ＨＰ及び区役
所ロビーに写
真掲載、花苗
や用具の提供
など活動環境
の整備

71
稲毛区役所
地域振興課

67
若葉区自主企画事業
若葉区の魅力発信

区民一人ひとりが若葉区の豊かな自然環境や歴史・文化など
貴重な地域資源の魅力を再認識できるよう、区民と協力し
て、若葉区の魅力を発信した。

平成23年度

魅力提供サポー
ター（登録21人、
アクセス数
9,451）、中学生
がつくるページ
（参加8校、アク
セス数5,442）、
若葉区のジモバナ
（アクセス数
62,105）

中学生、魅力
提供サポー
ター

ウェブページ
の作成

ウェブページ
の作成方法講
座開催、管理

149
若葉区役所
地域振興課

68
若葉区自主企画事業
若葉区民まつり

区民相互の交流、ふれあいによる地域の活性化と区民意識の
醸成を図ることで区の特性を活かした魅力あるまちづくりを
推進させることを目的として、実行委員会と協力して区民ま
つりを開催した。

平成5年度

開催日：11月6日
実行委員数：48人
参加者数：約
20,000人

若葉区町内自
治会連絡協議
会、青少年育
成委員会等

若葉区民まつ
りの実施、運
営

若葉区民まつ
りに関する事
務、事前準
備、実施運営
の補助

3,000
若葉区役所
地域振興課

69
若葉区自主企画事業
花のあふれるまちづく
り

地域の花壇を自主的に維持管理してもらうため、自治会や市
民団体と協力して、花苗の配布や区民を対象とした花づくり
教室を実施した。

①花苗配布
平成14年度
②花づくり
教室
平成16年度

①自治会等へ
1,700ポット配布
②年2回(延べ40
人)

①㈱植草園
②千葉市園芸
協会

地域に合った
花壇づくり、
花づくり教室
の開催

事前準備、実
施運営の補助

322
若葉区役所
地域振興課

70
緑区自主企画事業
緑区合同パトロール

地域住民の防犯意識の高揚を図るため、町内自治会、防犯パ
トロール隊、千葉南警察署と協力して、パトロールを実施し
た。

平成25年度
年4回
参加者数：延べ94
人

緑区内防犯パ
トロール隊、
町内自治会

パトロール 防犯講習他 173
緑区役所
地域振興課
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71
緑区自主企画事業
緑区災害対応合同訓練

防災体制強化のため、警察署や消防署等の防災関係機関、土
木事務所、公園緑地事務所等の関係機関、民間企業及び避難
所運営委員会や自主防災組織等の地域防災組織と協力して、
大規模災害が発生したことを想定した防災訓練を実施した。

平成27年度
年1回（11月）
参加者数：62人

避難所運営委
員会、自治
会、南警察
署、JR、京成
電鉄、大多喜
ガスなど

避難所開設、
帰宅困難者誘
導、情報交換
等

災害対策本部
開設他

60
緑区役所
地域振興課

72
緑区自主企画事業
緑区ふるさとまつり

区の特性を活かした魅力あるまちづくりのために必要な区民
相互の交流、ふれあいによる地域の活性化と区民意識の醸成
を図ることを目的として、実行委員会と協力して区民まつり
を開催した。

平成5年度

開催日：11月6日
実行委員数：64人
来場者数：約
40,000人

緑区ふるさと
まつり実行委
員会

まつりの企
画・立案・運
営

補助金の交付
及び実行委員
会の事務局

3,404
緑区役所
地域振興課

73
美浜区自主企画事業
地域防犯力の向上

地域の防犯体制を強化するため、町内自治会や警察と協力し
て合同パトロールなどを開催した。

平成27年度
年5回
参加者数：延べ84
人

防犯パトロー
ル隊・町内自
治会代表者

合同パトロー
ルなどへの参
加、犯罪防止
対策の検討

合同パトロー
ルなどの主催

235
美浜区役所
地域振興課

74
美浜区自主企画事業
美浜区の魅力発信

区の魅力を広めるため、ホームページを活用した地域資源の
発掘や情報発信を行うとともに、美浜区人財バンク登録者と
協力して人財バンク活用講座を開催した。

平成24年度

年4回（12月～1
月）
参加者数：延べ56
人

人財バンク登
録者

知識・経験・
技能等の提供

講座の主催 38
美浜区役所
地域振興課

75
美浜区自主企画事業
美浜区見守りネット
ワーク

孤独死の防止と早期発見を図るため、新聞配達、宅配、電
気、ガスなど各事業者の協力により、地域協力員（自治会
長、民生委員など）と連携し、高齢者宅などの異変の察知・
通報体制を強化するとともに一人暮らし高齢者に安心カード
を配布した。

平成25年度
安心カード配布
配布者数：296人

町内自治会
民生委員

安否確認
安心カード配
布

連絡調整
安心カードの
用意

115
美浜区役所
地域振興課
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76
美浜区自主企画事業
美浜区民フェスティバ
ル

地域の活性化と区民意識の醸成を図り、もって区の特性を活
かした魅力あるまちづくりに寄与することを目的として、実
行委員会と協力して区民フェスティバルを開催した。

平成5年度

開催日：10月2日
実行委員数：103
人
来場者数：約
68,000人

美浜区民フェ
スティバル実
行委員会(町
内自治会等、
協力団体・個
人)

企画・運営
補助金の交
付、実行委員
会の事務局

2,536
美浜区役所
地域振興課

77
美浜区自主企画事業
花のあふれるまちづく
り

花のあふれるまちづくりを推進するため、ＪＲ検見川浜駅他
に設置したバラアーチ・ローズタワーの維持管理を、区民と
協力して行った。

平成14年度 通年
美浜区老人ク
ラブ連合会

花壇の維持管
理

消耗品の提供 24
美浜区役所
地域振興課

78
応急手当インストラク
ターの活用

応急手当の普及啓発を図るため、応急手当インストラクター
と協力して、市民を対象とした救命講習を開催した。

平成24年度
講習回数：221回
参加者数：延べ
1,073人

応急手当イン
ストラクター

応急手当の指
導協力

応急手当イン
ストラクター
証・ベストの
貸与等

554
消防局
救急課

79
青葉病院ボランティア
事業

来院者の負担軽減を目的として、市民ボランティアの協力に
より、患者等の案内、誘導、歩行困難者への補助を行った。

平成19年度 週2日実施 個人
案内、誘導、
歩行困難者へ
の補助

エプロン、名
札の貸与

0
病院局
青葉病院事務
局

80
海浜病院ボランティア
事業

来院者の負担軽減を目的として、市民ボランティアの協力に
より、患者等の案内、誘導、歩行困難者への補助、車椅子の
簡易な保守・整備を行った。

平成7年度

案内等：週4日
タオルたたみ：週
2日
車椅子整備：月1
日

ボランティア
みはま

患者案内・誘
導・歩行介助
及び車椅子補
助・整備など

ジャンバー・
ポロシャツ・
エプロンの貸
与、作業ス
ペースの提供

0
病院局
海浜病院事務
局

44



45

協働相手側 市側

番
号

項　目 概　　　要
協働の
開始年度

所管課役割分担
市事業費
（千円）

事業の実績

協働相手について

団体名など

81
学校支援地域本部推進
事業

地域ぐるみで子どもを育てることを目的として、地域、保護
者等のボランティアと協力して、学習支援や環境整備支援、
児童生徒の登下校時の見守り等の学校支援を行った。

平成25年度

地域教育協議会の
設置：3校
(29年度に向け10
校の小中学校に設
置準備)

地域教育協議
会
保護者会、地
域ボランティ
ア等

学習支援活動
環境整備活動
安全見守り活
動

協議会開催補
助
学習機器の貸
出
広報活動補助

446
教育委員会
学事課

82
学校・家庭・地域連携
まちづくり推進事業

過ごしやすいまちづくりやわがまちに対する愛情や誇りを育
むため、学校・家庭・地域の三者が連携し、植栽活動や地域
美化活動、文化交流活動等特色ある地域活動を実施した。

平成5年度
参加者数：延べ約
4,800人

青少年育成委
員会、周辺の
町内自治会

地域クリーン
活動、花いっ
ぱい活動、挨
拶・交流会活
動

ごみ袋支給、
清掃用具貸
与、花種配布

713
教育委員会
指導課

83 長柄げんきキャンプ

特別支援学級と特別支援学校の児童生徒の生きる力や社会
性・自主性を育むことなどを目的に実施する宿泊体験行事に
おいて、ボランティアの協力のもと、体験活動の補助、身辺
自立のための支援を行った。

平成17年度

実施期間：5月～1
月
実施参加校：125
校
参加者数：延べ約
1,009人

参加ボラン
ティア
小学校22人
中学校12人
特別支援学校
8人

宿泊学習にお
ける児童・生
徒の
支援・補助

宿泊学習にお
ける報償費、
食費、リネン
代

4,825
教育委員会
指導課

84
中学校運動部活動指導
者派遣事業

運動部活動の技術の専門性への対応を目的として、専門的な
技術を持った市民と協力して、部活動の指導者を中学校に派
遣した。

平成4年度

32校60人派遣
1日2時間で平均
18.5日勤務（5月
～3月）

希望する中学
校から推薦さ
れた方

部活動の専門
的技術指導

実績に応じた
報償費の支払
い、指導者の
紹介

2,344
教育委員会
保健体育課

85
小学校プール管理補助
員派遣事業

児童の水泳指導を安全かつ衛生的な環境の下で行うため、小
学校の水泳指導期間中に、管理補助員となった地域住民が教
員と協力して、プール管理業務の補助を行った。

昭和59年度

28校32人派遣
1日4時間で平均
8.2日間勤務（6月
～9月）

希望する小学
校から推薦さ
れた方

水泳のプール
管理補助

実績に応じた
報償費の支払
い

347
教育委員会
保健体育課
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事業の実績

協働相手について

団体名など

86
子どもたちの学校生活
への復帰支援

不登校の子どもたちの不安や悩みを解消し、学校生活への復
帰を手助けするため、教員志望の学生等と協力して、学習支
援やスポーツ援助などを行った。

平成15年度

適応指導教室：通
年、通級者121
人、ボランティア
1人
ジョイントキャン
プ：10月、2月、
参加者述べ69人、
ボランティア24人
教育センターでの
グループ活動：通
年、通級者33人、
ボランティア4人
家庭訪問相談員：
通年、派遣数90件

教員志望又は
心理学を専攻
する千葉大学
等の大学生や
卒業生

学習支援及び
スポーツ援助

学習支援及び
スポーツ補
助、
ボランティア
の指導監督及
び報償費、適
応指導教室や
教育センター
内のグループ
活動の管理・
運営

225
教育委員会
教育センター
学校支援室

87
障害のある子どもの学
校生活サポート

市立の小・中学校の通常の学級に在籍する肢体不自由児や難
聴児等の学校生活を支援するため、大学生等のボランティア
と協力し、必要な介助や援助を行った。

平成18年度
ボランティア：22
人
派遣回数：249回

社会人
大学生

ノートテイク
等、学校生活
上で必要な支
援

ボランティア
の派遣

228
教育委員会
養護教育セン
ター

88 長柄ハッピーキャンプ

養護教育センターのグループ活動に参加する児童や通級指導
教室に通級する児童を対象に、社会性を高めることを目的に
実施する集団宿泊学習において、大学生等のボランティアと
協力し、集団活動の支援や体調管理の補助を行った。

平成17年度

年1回（10月）
参加者数：52人
ボランティア：12
人

社会人
大学生

宿泊体験学習
の補助

宿泊体験学習
の企画・運営

270
教育委員会
養護教育セン
ター

89 科学都市戦略の推進
科学・技術を身近に感じることができる環境を整備するた
め、企業や大学、ＮＰＯや任意団体などと協力して、科学
フェスタを中心とした科学関連事業を実施した。

平成23年度

科学フェスタメイ
ンイベント(10月8
～9日、来場者数
20,918人)及びサ
テライトイベント
開催、
科学アドバイザー
から市民向けメッ
セージ発表

企業、大学、
NPO市民団体

科学フェスタ
へのブース出
展、実行委員
会への参加

事業開催 2,012

教育委員会
生涯学習振興
課
経済農政局
産業支援課
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協働相手側 市側

番
号

項　目 概　　　要
協働の
開始年度

所管課役割分担
市事業費
（千円）

事業の実績

協働相手について

団体名など

90 科学館のボランティア
参加体験型の科学館運営を行うため、科学館職員とボラン
ティアが協力し、科学館展示物の解説や科学館内外でのワー
クショップ等の事業を実施した。

平成19年度
年337日間
参加者数：延べ
8,599人

科学館ボラン
ティア

運営補助、講
座等の企画、
ワークショッ
プの実施

活動場所の提
供、機材等の
貸出、研修の
実施

科学館の
指定管理
委託料に
含む

教育委員会
生涯学習振興
課

91
公民館主催事業への協
力

市民の学習ニーズを反映させるとともに、市民の学習成果の
活用の場とするため、公民館が主催する各種事業の企画、運
営を、ボランティア団体等の協力により、実施した。

昭和28年度
747事業
受講者数：延べ
34,501人

公民館利用団
体、地域住民
等

公民館主催事
業の企画・運
営等への協力

公民館主催事
業の企画・運
営及び必要経
費の支払い

5,757
教育委員会
各公民館

92
加曽利貝塚解説ボラン
ティア

来館者の理解を深めるため、解説ボランティア養成講座を修
了した登録ボランティアの協力により、施設及び展示の解
説、体験学習の指導等を行った。

平成15年度

解説等：1,204件
ボランティア参加
者数：延べ2,420
人

加曽利貝塚ガ
イドの会

企画、準備
解説・案内
体験学習指導

工作機械等貸
出
広報・配布資
料
用意

40
教育委員会
加曽利貝塚博
物館

93
郷土博物館展示解説ボ
ランティア

来館者の理解を深めるため、展示解説ボランティア養成講座
を修了した登録ボランティアの協力により、博物館の展示解
説を行った。

平成15年度 解説等：2,864件
展示解説ボラ
ンティア

展示解説
展示シート等
用意

0
教育委員会
郷土博物館

94 市史編さん事業
市史編さん業務を円滑に進めるため、市史協力員として登録
された市民と協力し、博物館収蔵の史料の整理を行った。

平成19年度 通年159回 市史協力員 史料整理
目録用紙整理
封筒の用意

0
教育委員会
郷土博物館
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協働相手側 市側

番
号

項　目 概　　　要
協働の
開始年度

所管課役割分担
市事業費
（千円）

事業の実績

協働相手について

団体名など

95
ゆめチャレンジ支援プ
ロジェクト事業

利用団体の成果発表および異世代交流を目的として、大学生
ボランティアと協力し、公演実施への支援や来館者へのお出
迎え・おもてなし企画を実施した。

平成25年度
年1回(1月)
参加者数：延べ
1,027人

淑徳大学
ボランティア

企画、実施
実行委員会事
務局

0
教育委員会
南部青少年セ
ンター

96 子ども読書まつり
子どもが読書に関心を持つことを目的に各図書館が行う子ど
も読書まつり関連イベントを、ボランティア団体等の協力に
より実施した。

平成16年度

イベント数：延べ
98件
参加者数：延べ
11,065人

地域おはなし
ボランティ
ア、千葉市文
庫連絡協議
会、としょか
んふれんず千
葉市、NPO法
人郷土ちばに
親しむ会

イベント実
施、補助

事業開催 0
教育委員会
中央図書館
情報資料課

97
地域おはなしボラン
ティア活動

子どもが読書に関心を持つことを目的として、地域おはなし
ボランティア養成講座を修了した登録ボランティアの協力に
より、市内各機関等からの要請に基づき、子どもたちへの読
み聞かせなどを行う各種の｢おはなし会｣を実施した。

平成17年度

活動場所：64箇所
活動回数：232回
活動人数：延べ
508人

地域おはなし
ボランティア

わらべうた・
絵本の読み聞
かせ等を行う

活動場所・日
程の調整、ス
キルアップ研
修の実施

0
教育委員会
中央図書館
情報資料課

【実施計画にあったが、実施しなかった項目】

・コミュニティビジネス支援事業（市民参加・協働事業に該当しないため）

・森林ボランティア（「4 市民と職員の意識向上と人材育成」区分の№33、34と重複するため）

・手づくり公園の設置促進事業（対象地の選定中のため）

・花見川区自主企画事業　花見川どっどｃｏｍ！（市の事業ではなくなったため）

【実施計画になかったが、実施した項目】

・道路施設への落書き防止事業（№57）
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(４)支援・補助

1 自主防災組織育成
自主防災組織の育成や活動の促進を図るため、組織の新規設置、防災資
機材の購入および賃借、防災訓練の実施に対し助成した。
根拠要綱等：自主防災組織助成要綱、自主防災組織育成指導要綱

昭和54年度

設置助成：12団体
資機材助成：90団体
資機材再助成：22団
体
活動助成：33,633人

自主防災組織 11,545

総務局
防災対策課
各区役所
地域振興課

2
区町内自治会連絡協議会運
営補助

地域社会における住民自治組織の振興及び育成を図るため、市内町内自
治会に係る諸問題の協議などを行う各区町内自治会連絡協議会の運営に
対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：区町内自治会連絡協議会運営補助金交付要綱

平成27年度

中央区：1,438千円
花見川区：1,552千円
稲毛区：1,505千円
若葉区：1,364千円
緑区：894千円
美浜区：1,074千円

各区町内自治会
連絡協議会

7,827

市民局
市民自治推進課
各区役所
地域振興課

3
地域運営委員会に対する支
援

住民同士の助けあい・支えあいによる地域運営を進めるため、小学校区
から中学校区単位で地域の様々な団体で構成する地域運営委員会に対
し、その活動費用を補助した。
根拠要綱等：地域運営委員会設立支援等補助金交付要綱、地域運営交付
金交付要綱

平成26年度

設立支援補助金：2団
体
活動支援補助金：3団
体
地域運営交付金：8団
体
設立済団体：12団体
設立準備団体：3団体

地域運営委員会 8,043

市民局
市民自治推進課
各区役所
地域振興課

4 防犯アドバイザー派遣
市民の自主的な防犯活動を支援するため、市民団体等に対して、防犯に
関する専門的な知識や経験を有する防犯アドバイザーを派遣した。
根拠要綱等：防犯アドバイザー派遣実施要綱

平成18年度 8団体 自治会など 80
市民局
地域安全課

5
防犯パトロール隊支援物品
配付事業

地域の防犯活動の一環として、防犯パトロールを実施している団体及び
これから実施しようとする団体に対して、活動に必要な物品を配付し
た。
根拠要綱等：防犯パトロール隊支援物品配付要綱

平成16年度 20団体
防犯パトロール
隊

304

市民局
地域安全課
各区役所
地域振興課

事業の実績
番
号

項　目 概　　　要 協働相手
市事業費
（千円）

　市民が自発的・自主的に行う事業に対し、市が物的支援や財政的支援などを行うものです。

協働の
開始年度

所管課
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事業の実績
番
号

項　目 概　　　要 協働相手
市事業費
（千円）

協働の
開始年度

所管課

6 芸術文化振興事業補助
市民の芸術文化事業への参加を促進するとともに、文化活動を育成・支
援するため、市内で活動する芸術文化団体に対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：文化振興事業補助金交付要綱

平成26年度
6団体
参加者数：6,978人

文化団体 2,305
市民局
文化振興課

7
ボランティア電話相談員研
修事業

24時間電話相談を行う｢いのちの電話｣に従事するボランティア電話相談
員の養成及び資質向上のために実施する研修に対し、補助金を交付し
た。
根拠要綱等：社会福祉法人ボランティア電話相談員研修費補助金交付要
綱

平成14年度
研修参加者数：153人
実施月：4～2月

社会福祉法人千
葉いのちの電話

500
保健福祉局
地域福祉課

8 自死遺族支援事業

自殺者の遺族の心のケアを行うため、自死遺族を支援する団体が行う遺
族グループ会議の運営やボランティアの養成等の諸活動に対し、補助金
を交付した。
根拠要綱等：自死遺族支援事業補助金交付要綱

平成21年度
研修参加者数：118人
実施月：4～3月

社会福祉法人千
葉いのちの電話

93
保健福祉局
地域福祉課

9
認知症カフェ設置促進モデ
ル事業

認知症及び軽度認知機能障害の人の症状の悪化予防、その家族の介護負
担の軽減、並びに地域での認知症啓発のため、認知症カフェを運営する
個人及び団体に対し、補助金を交付した。
実施要綱　千葉市認知症カフェ設置促進モデル事業補助金交付要綱

平成27年度 7団体
認知症カフェを
運営する個人及
び団体

300
保健福祉局
地域包括ケア推
進課

10 エイズ対策促進事業
エイズの正しい知識の普及・啓発のため、感染者や患者などに対する相
談活動などを行うボランティアグループに対し、事務室を無償貸与し
た。

平成10年度 1団体
ボランティア団
体

0
保健福祉局
健康企画課
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事業の実績
番
号

項　目 概　　　要 協働相手
市事業費
（千円）

協働の
開始年度

所管課

11 育児支援事業
子育ての不安等の軽減及び母子の健全育成のため、育児サークルに対
し、保健師等の派遣による育児相談や情報提供などの人的支援を行っ
た。

平成11年度
育児サークル：431回
参加者数：10,930人

市民 0
保健福祉局
健康支援課

12 ふれあい食事サービス事業

高齢者の健康保持及び社会参加の促進を図るため、町内自治会や老人ク
ラブ等で構成される市社会福祉協議会地区部会が行う会食の事業に対
し、補助金を交付した。
根拠要綱等：社会福祉法人千葉市社会福祉協議会ふれあい食事サービス
事業実施要綱、千葉市社会福祉協議会補助金交付要綱

昭和58年度
3つの実施形式で
13,895食を提供

市民 3,700
保健福祉局
高齢福祉課

13 地域見守り活動支援事業

一人暮らしの高齢者等が、いつまでも住みなれた地域で安心して暮らし
続けることができるようにするため、高齢者の見守りにつながる地域活
動を行う団体に対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：地域見守り活動支援補助金交付要綱

平成23年度 6団体 自治会等 807
保健福祉局
高齢福祉課

14
高齢者生活支援サービス基
盤づくり事業

要支援の高齢者などが住み慣れた地域で安心して生活できるようにする
ため、市社会福祉協議会地区部会が行う掃除・買い物などの生活支援
サービスの仕組みづくりに対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：千葉市社会福祉協議会補助金交付要綱

平成27年度 4団体 地区部会 600
保健福祉局
高齢福祉課

15
精神保健福祉ボランティア
活動への支援

精神疾患や精神障害者に対する市民の理解を深めることや精神障害者等
の社会復帰を支援することを目的として、ボランティア団体に対し、保
健師の派遣及び研修を実施した。

平成13年度 保健師派遣1団体
ボランティア団
体

0
保健福祉局
こころの健康セ
ンター

16 プレーリーダー派遣業務
子どもの興味や関心を引き出すため、プレーパークを開催する市民団体
に対して、プレーリーダーを派遣した。

平成26年度
派遣箇所：8箇所
派遣回数：95回

特非プレイフル
エンタープライ
スわかば

908
こども未来局
こども企画課
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事業の実績
番
号

項　目 概　　　要 協働相手
市事業費
（千円）

協働の
開始年度

所管課

17 青少年育成委員会活動事業
青少年健全育成を目的とし、各中学校区青少年育成委員会が実施する非
行防止活動、地域の環境浄化活動等に対して、補助金を交付した。
根拠要綱等：青少年健全育成事業補助金交付要綱

昭和34年度 54団体
各中学校区青少
年育成委員会

12,333
こども未来局
健全育成課

18
青少年相談員連絡協議会活
動事業

地域社会での青少年健全育成活動の積極的な推進を図るため、青少年相
談員連絡協議会が行う青少年のつどい大会、レクリエーション活動等の
各種事業に対して、補助金を交付した。
根拠要綱等：青少年健全育成事業補助金交付要綱

昭和38年度
1団体
参加者数：520人

千葉市青少年相
談員連絡協議会

4,419
こども未来局
健全育成課

19 青少年育成団体等事業
青少年健全育成のため、青少年健全育成事業を行う団体による啓発活動
や研修会等の各種事業に対して、補助金を交付した。
根拠要綱等：青少年健全育成事業補助金交付要綱

昭和35年度 4団体
青少年健全育成
事業を行う団体

1,150
こども未来局
健全育成課

20 子ども会育成事業
子どもたちの協調性や創造性を身につける活動を支援するため、子ども
会の育成を行う事業に対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：青少年健全育成事業補助金交付要綱

昭和49年度 1団体
子ども会の育成
事業を行う団体

1,333
こども未来局
健全育成課

21 知的障害青年学級事業
知的障害のある方々の交流や自立を図るため、余暇活動等の交流の場を
提供する事業に対して、補助金を交付した。
根拠要綱等：青少年健全育成事業補助金交付要綱

昭和57年度 1団体

知的障害のある
方に交流の場を
提供する事業を
行う団体

367
こども未来局
健全育成課

22
青少年補導員連絡協議会活
動事業

青少年の非行防止と健全な育成を推進するため、青少年補導員連絡協議
会が行う補導活動や全体研修会、環境浄化促進活動などの各種事業に対
し、補助金を交付した。
根拠要綱等：青少年健全育成事業補助金交付要綱

昭和46年度 補導員数：199人
千葉市青少年補
導員連絡協議会

728
こども未来局
青少年サポート
センター
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事業の実績
番
号

項　目 概　　　要 協働相手
市事業費
（千円）

協働の
開始年度

所管課

23 地域環境保全自主活動補助
地域に根ざした市民の自主的な環境保全活動を支援、育成していくた
め、環境保全活動を行う団体に対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：地域環境保全自主活動事業補助金交付要綱

平成2年度 2団体

子育て支援ス
テーションニッ
セ、NPO法人バ
ランス21

195
環境局
環境保全課

24
生ごみ資源化アドバイザー
派遣

生ごみの減量及び再資源化の推進のため、町内自治会、学校、市民活動
団体、事業者等に対して、アドバイザーを派遣した。
根拠要綱等：生ごみ資源化アドバイザー派遣事業実施要綱

平成17年度 派遣回数9回
アドバイザー登
録者

49
環境局
廃棄物対策課

25 美しい街づくり活動支援

地域の美化推進のため、自発的に散乱ごみの収集やポイ捨て防止の指
導、啓発活動等を定期的に行う団体や個人に対し、清掃用具等を支援し
た。
根拠要綱等：美しい街づくりに係る活動支援要綱

平成12年度 493団体
町内自治会、ボ
ランティア団体
等

1,648

環境局
廃棄物対策課
各区役所
地域振興課

26 集団回収

ごみ減量、再資源化の一層の推進のため、町内自治会、子ども会等の地
域団体が自主的に行う古紙、布類の資源回収活動に対し、回収量等に応
じて補助金を交付するとともに、保管庫等を貸与した。
根拠要綱等：資源回収促進奨励補助金交付要綱

平成2年度
団体数：681団体
回収量：12,804t

町内自治会等、
20世帯以上の有
志団体のうち、
市に登録した団
体

28,900
環境局
収集業務課

27 高齢者等ごみ出し支援

ごみ出しが困難な一人暮らしの高齢者や障害者等の世帯を支援するた
め、これらの世帯のごみ出し支援を自主的に行う団体に対して、補助金
を交付した。
根拠要綱等：高齢者等ごみ出し支援事業補助金交付要綱

平成25年度 31団体
町内自治会、マ
ンション管理組
合等

811
環境局
収集業務課

28 千葉都心イルミネーション
中心市街地の活性化を図るため、地元商店街や関係団体で組織する実行
委員会が行う事業に対し、経費の一部を支援するとともに、助言を行っ
た。

平成2年度 1団体
千葉都心イルミ
ネーション実行
委員会

7,500
経済農政局
産業支援課
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事業の実績
番
号

項　目 概　　　要 協働相手
市事業費
（千円）

協働の
開始年度

所管課

29
地域で取組む農村環境保全
活動

農業、農村の有する多面的機能を維持するため、地域内の農業者等が共
同で取り組む農地の草刈りや水路の泥上げなどの地域活動に対し、交付
金を交付した。
根拠要綱等：多面的機能支払交付金実施要綱、多面的機能支払交付金実
施要領

平成19年度 6団体

農業者及びその
他の者（地域住
民、団体等）で
構成する活動組
織

8,583
経済農政局
農政課

30
｢やってみようよまちづく
り｣支援制度

地域の特性と意向を踏まえた住みよいまちづくりを進めるため、市民自
らが地域において行うまちづくり活動等に対し、専門的知識を有する人
材を派遣するとともに活動経費を補助した。
根拠要綱等：やってみようよまちづくり支援制度要綱

平成14年度

出前講座：3回
公開講座：1回
ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ派遣：18回
活動支援：2回

町内自治会、市
民団体

554
都市局
都市計画課

31
千葉都心地区活性化事業補
助

千葉都心地区の活性化のため、千葉都心地区で開催する市民主体のイベ
ント活動に対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：千葉市千葉都心地区活性化事業補助金交付要綱

平成24年度 1団体
パラソルギャラ
リー実行委員会

120
都市局
都心整備課

32 市民緑地維持管理活動

市民緑地を良好な状態に保全するため、地域住民が行う清掃、草刈、中
低木の剪定等に対し、ごみの回収、報償金の交付を行った。
根拠要綱等：市民緑地設置事業実施要綱、市民緑地の維持管理に関する
協定

平成18年度
活動団体数：28団体
（毎月2回以上活動）
参加者数：6,200人

市民緑地維持管
理団体

7,624
都市局
緑政課

33 緑化推進協議会事業

緑豊かな街づくりを推進するため、都市緑地法に基づく緑地協定を結ん
だ地域及び、本協議会の目的に賛同した地域により構成される協議会が
実施した樹木診断、園芸講習会等に対し、運営を支援するとともに、補
助金を交付した。
根拠要綱等：緑化推進協議会事業補助金交付要綱

昭和53年度 1団体
千葉市緑化推進
協議会

930
都市局
緑政課

34 ちばし道路サポート制度

地域と市の協働体制を確立し、身近な道路の適正利用や地域の活性化を
図るため、道路清掃・除草等を行う市民団体等に対し、活動に必要な物
品の貸与・支給を行った。
根拠要綱等：ちばし道路サポート制度実施要領

平成26年度 160団体 市民団体等 261
建設局
維持管理課
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事業の実績
番
号

項　目 概　　　要 協働相手
市事業費
（千円）

協働の
開始年度

所管課

35
中央区自主企画事業
地域活性化支援

地域活性化を図るために、区民が主体となって、地域の活性化及び地域
における課題解決等を行う活動に対して、必要な経費を助成した。
根拠要綱等：中央区自主企画事業補助金交付要綱

平成25年度 14団体
社会福祉協議会
地区部会、市民
活動団体　等

2,300
中央区役所
地域振興課

36
中央区自主企画事業
防犯ウォーキング

地域の防犯力の強化、及び犯罪の抑止を図るため、日頃のウォーキング
や犬の散歩時などに、ボランティアで防犯ウォーキングを実施する区民
に対して、ウォーキング時に着用する物品を貸与した。

平成18年度 登録者数：171人
中央区在住、在
勤、在学の18歳
以上の個人

156
中央区役所
地域振興課

37
花見川区自主企画事業
地域活性化支援

地域活性化を図るために、区民が主体となって、地域の活性化及び地域
における課題解決等を行う活動に対して、必要な経費を助成した。
根拠要綱等：花見川区自主企画事業補助金交付要綱

平成25年度 8団体 地域活動団体 2,237
花見川区役所
地域振興課

38
花見川区自主企画事業
地域主体型防災訓練

災害時の対応力や地域防災力の向上を図るため、地域住民が主体となっ
て企画から運営までを行う防災訓練に対して、会場の設営などの支援を
した。

平成22年度 参加者数：307人
幕張小学校、横
戸小学校及びそ
の周辺地区

45
花見川区役所
地域振興課

39
花見川区自主企画事業
防犯ウォーキング

地域の防犯力の強化、及び犯罪の抑止を図るため、日頃のウォーキング
や犬の散歩時などに、ボランティアで防犯ウォーキングを実施する区民
に対して、ウォーキング時に着用する物品を貸与した。

平成18年度 登録者数：218人
花見川区在住、
在勤、在学の18
歳以上の個人

435
花見川区役所
地域振興課

40
稲毛区自主企画事業
地域活性化支援

地域活性化を図るために、区民が主体となって、地域の活性化及び地域
における課題解決等を行う活動に対して、必要な経費を助成した。
根拠要綱等：稲毛区自主企画事業補助金交付要綱

平成25年度 8団体 市民団体 1,263
稲毛区役所
地域振興課
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事業の実績
番
号

項　目 概　　　要 協働相手
市事業費
（千円）

協働の
開始年度

所管課

41
カエルキャラバンの実施支
援

地域団体間のネットワークの強化と災害時に必要な知識などを学ぶた
め、家族で参加できる子ども向け防災イベントを実施する地域団体等に
対し、防災用具を貸出した。

平成27年度 4団体 市民団体 0
稲毛区役所
地域振興課

42
稲毛区自主企画事業
防犯ウォーキング

地域の防犯力の強化、及び犯罪の抑止を図るため、日頃のウォーキング
や犬の散歩時などに、ボランティアで防犯ウォーキングを実施する区民
に対して、ウォーキング時に着用する物品を貸与した。

平成18年度 登録者数：150人
稲毛区在住、在
勤、在学の18才
以上の個人

66
稲毛区役所
地域振興課

43
稲毛区自主企画事業
地域における防災訓練環境
の整備推進

地域の防災力向上を図るため、訓練を実施する団体に対して、訓練用具
を貸し出すなど、区民が取り組む防災訓練を支援した。

平成27年度 4団体
避難所運営委員
会、町内自治会

264
稲毛区役所
地域振興課

44
若葉区自主企画事業
地域活性化支援

地域活性化を図るために、区民が主体となって、地域の活性化及び地域
における課題解決等を行う活動に対して、その活動経費を助成した。
根拠要綱等：若葉区自主企画事業補助金交付要綱

平成25年度 23団体

町内自治会、ボ
ランティア団
体、市民活動団
体、NPO法人、
商業団体等

2,320
若葉区役所
地域振興課

45
若葉区自主企画事業
防犯ウォーキング

地域の防犯力の強化、及び犯罪の抑止を図るため、日頃のウォーキング
や犬の散歩時などに、ボランティアで防犯ウォーキングを実施する区民
に対して、ウォーキング時に着用する物品を貸与した。

平成18年度 登録者数：119人
若葉区在住、在
勤、在学の18歳
以上の個人

249
若葉区役所
地域振興課

46
若葉区自主企画事業
避難所運営委員会支援

災害時の対応力の向上を図るため、避難所運営委員会の自主的な訓練や
研修会等の取り組みに対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：若葉区自主企画事業補助金交付要綱

平成28年度 7団体
避難所運営委員
会

123
若葉区役所
地域振興課
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事業の実績
番
号

項　目 概　　　要 協働相手
市事業費
（千円）

協働の
開始年度

所管課

47
若葉区自主企画事業
ラジオ体操で健康づくりと
まちづくり

区民の健康増進と住民間交流の促進を図るため、ラジオ体操グループの
参加者及び区民に対して、専門講師によるラジオ体操実技講習会などを
開催した。

平成27年度 参加者数：112人
ラジオ体操グ
ループ参加者、
一般市民

245
若葉区役所
健康課

48
緑区自主企画事業
地域活性化支援

地域活性化を図るために、区民が主体となって、地域の活性化及び地域
における課題解決等を行う活動に対して、必要な経費を助成した。
根拠要綱等：緑区自主企画事業補助金交付要綱

平成25年度 16団体

町内自治会、ボ
ランティア団
体、市民活動団
体等

3,311
緑区役所
地域振興課

49
緑区自主企画事業
防犯ウォーキング

地域の防犯力の強化、及び犯罪の抑止を図るため、日頃のウォーキング
や犬の散歩時などに、ボランティアで防犯ウォーキングを実施する区民
に対して、ウォーキング時に着用する物品を貸与した。

平成18年度 登録者数：61人
緑区在住、在
勤、在学の18歳
以上の個人

93
緑区役所
地域振興課

50
緑区自主企画事業
避難所運営委員会支援

災害時の対応力の向上を図るため、避難所運営委員会の自主的な訓練や
研修会等の取り組みに対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：緑区自主企画事業補助金交付要綱

平成27年度 21団体
避難所運営委員
会

414
緑区役所
地域振興課

51
美浜区自主企画事業
地域活性化支援

地域活性化を図るために、区民が主体となって、地域の活性化及び地域
における課題解決等を行う活動に対して、必要な経費を助成した。
根拠要綱等：美浜区自主企画事業補助金交付要綱

平成25年度 7団体
町内自治会、
NPO法人等

3,098
美浜区役所
地域振興課

52
美浜区自主企画事業
防犯ウォーキング

地域の防犯力の強化、及び犯罪の抑止を図るため、日頃のウォーキング
や犬の散歩時などに、ボランティアで防犯ウォーキングを実施する区民
に対して、ウォーキング時に着用する物品を貸与した。

平成18年度 登録者数:175人
美浜区在住、在
勤、在学の18歳
以上の個人

106
美浜区役所
地域振興課
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事業の実績
番
号

項　目 概　　　要 協働相手
市事業費
（千円）

協働の
開始年度

所管課

53
学校セーフティウォッチ事
業

子どもたちの安全確保に取り組むため、登下校の見守りや巡回の活動を
行う市民(学校セーフティウォッチャー)に対し、腕章の配布、講習会の
開催等を行ったほか、スクールガード・アドバイザーが巡回して助言や
情報提供等を行った。

平成17年度 登録者数：26,469人
各学校の保護
者、地域協力者
等

903
教育委員会
学事課

54 指定文化財補助事業

文化財の適正な保存管理とその活用を図るため、市内の指定文化財の管
理や保存整備(草刈、清掃、火災報知器定期点検)を行う文化財所有者に
対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：文化財保護事業補助金交付要綱

昭和55年度
個人：1人
団体：2団体

文化財所有者 132
教育委員会
文化財課

55 郷土芸能保護事業
郷土芸能を継承するため、団体が市民を募集して後継者を養成する事業
や、団体が行う用具の補修に対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：社会教育関係団体事業補助金交付要綱

昭和55年度 1団体
郷土芸能継承者
団体

346
教育委員会
文化財課

【実施計画にあったが、実施しなかった項目】

・落書き消去支援（申請がなかったため）

・地球温暖化防止アドバイザー（依頼がなかったため）

・都市景観デザイン市民団体支援（申請がなかったため）

・景観形成推進地区活動団体支援（新規地区の指定に至らなかったため）

【実施計画になかったが、実施した項目】

・認知症カフェ設置促進モデル事業（№9）
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1 市長の出前トーク

市民に市政を身近に感じてもらい、市政の理解を深めてもらうとともに事業の
促進や意見の市政反映を行うため、市長自らが市内の施設利用者、市内で活動
している団体、市の事業参加者等のもとへ出向き、自由に意見交換を行った。
対象：市民等

5月 ―
49

(参加者)
―

市民局
広報広聴課

2
男女共同参画に関する市民意
識・実態調査

今後の具体的施策の基礎資料とするため、男女共同参画に関する市民の意識と
実態を調査した（仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）に関する意
識調査）。
対象：市内在住の25歳以上45歳未満の3,000人（男女各1,500人）

9月 3,000 963 32.1
市民局
男女共同参画課

3
高齢者保健福祉推進計画策定
のための実態調査

次期高齢者保健福祉推進計画（第7期介護保険事業計画）策定のための予備調
査として、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査及び在宅介護実態調査を行っ
た。
対象：①介護予防・日常生活圏域ニーズ調査
　　　　65歳以上の一般高齢者及び要支援1，2の方（7,000人）
　　　②在宅介護実態調査
　　　　要支援・要介護認定を受けている方のうち、更新申請等に伴う
　　　　認定調査を受ける(受けた)方（郵送1,000人、訪問170人）

12月～1月

①7,000
②郵送
1,000

訪問170

①5,377
②郵送548
訪問170

①76.8
②郵送54.8
訪問100

保健福祉局
高齢福祉課

4
中央区自主企画事業
区民対話会

市政・区政に関する情報を発信するとともに、区民の意見や提案などを施策に
反映していくために、区長が直接区民と対話を行った。
対象：区民

1月 ―
15

(参加者)
―

中央区役所
地域振興課

5
花見川区自主企画事業
区民対話会

市政・区政に関する情報を発信するとともに、区民の意見や提案などを施策に
反映していくために、区長が直接区民と対話を行った。
対象：区民

8月
2月

―
51

（参加者）
―

花見川区役所
地域振興課

6
稲毛区自主企画事業
区民対話会

市政・区政に関する情報を発信するとともに、区民の意見や提案などを施策に
反映していくために、区長が直接区民と対話を行った。
対象：区民

9月
1月

―
38

（参加者）
―

稲毛区役所
地域振興課

7
若葉区自主企画事業
区民対話会

市政・区政に関する情報を発信するとともに、区民の意見や提案などを施策に
反映していくために、区長が直接区民と対話を行った。
対象：区民

8月
12月

―
23

(参加者)
―

若葉区役所
地域振興課

番
号

概　　　要
実施
時期

項　目

　市政に関する課題を分析・整理し、新たな施策の策定等に役立てるため、市政全般や行政各分野に関する市民の意向（市民が持っている認識・評価・期
待など）や市民の考え方の傾向を把握するものです。

所管課

３　市民の意向の把握

対象者数
（人）

回答者数
（人）

回答率
（％）
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項　目 所管課
対象者数
（人）

回答者数
（人）

回答率
（％）

8
緑区自主企画事業
区民対話会

市政・区政に関する情報を発信するとともに、区民の意見や提案などを施策に
反映していくために、区長が直接区民と対話を行った。
対象：区民

9月
10月

―
74

（参加者）
―

緑区役所
地域振興課

9
美浜区自主企画事業
区民対話会

市政・区政に関する情報を発信するとともに、区民の意見や提案などを施策に
反映していくために、区長が直接区民と対話を行った。
対象：区民

1月 ―
9

（参加者）
―

美浜区役所
地域振興課
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1 国際交流ボランティア育成

本市の国際化の推進及び2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けて、増
加が見込まれる海外からの訪問者の受入体制を整備するため、国際交流（通訳）
ボランティア育成のための講座を実施した。
対象：市民等

平成27年度 4月～3月
ｽｷﾙｱｯﾌﾟ講座：23
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ講座：2

183
総務局
国際交流課

2 防災リーダー研修会
住民の防災意識向上のため、防災に関する専門家の講演を行った。
対象：防災に関心のある市民

平成元年度 3月 1 530
総務局
防災対策課

3 防災ライセンス講座
自助・共助による地域の防災力の向上を図るため、防災・減災に必要な知識や技
術を持ったリーダーを養成するための講習会を開催した。
対象：防災に関心がある方

平成26年度 10月～12月 6 159
総務局
防災対策課

4
職員研修「市民主体のまちづ
くり」

市民ニーズが複雑・多様化する中、市民視点で地域の課題に取り組むことが必要
であることから、市の取組事例等を通して、市民参加と協働の基本的な考え方を
学ぶ研修を実施した。
対象：新規採用職員、新規経験者採用職員、新規採用技能員

平成22年度 4月 1 285
総務局
人材育成課

5 職員研修「地域参加」

市民ニーズが複雑・多様化する中、市民視点で地域の課題に取り組むことが必要
であることから、係長級職員として、職員一人ひとりが地域活動の担い手である
との認識を高めるため、職員研修を実施した。
対象：4級昇格直後の職員

平成25年度 4月 1 141
総務局
人材育成課

6
職員研修「協働ファシリテー
ション研修」

地域の様々な資源（人・企業・団体など）を連携させながら、それぞれに適した
活躍の場を提供していくために必要な「協働力」「ファシリテーションスキル」
について学習するとともに具体的手法を取得するため、職員研修を実施した。
対象：受講を希望し所属長が推薦する職員

平成28年度 12月 1 67
総務局
人材育成課

7
派遣研修「自治研修センター
住民協働研修」

住民協働の考え方や、協働を実現させるための体系的な仕組みを学ぶ研修へ職員
を派遣した。
対象：所属長が推薦する職員

平成28年度
(単年度実施)

11月 1 8
総務局
人材育成課

４　市民と職員の意識向上と人材育成

　市民参加・協働を着実に推進するため、市民と職員の意識向上と人材の育成に取り組むものです。

開始年度
番
号

項　目 概　　　要
実施
時期

講座数（回）
参加者数
（人）

所管課
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開始年度
番
号

項　目 概　　　要
実施
時期

講座数（回）
参加者数
（人）

所管課

8
派遣研修「自治研修センター
まちづくり研修」

複雑多様化するまちづくり問題についての総合的な理解を深め、まちづくりの政
策担当者としての職務遂行能力を図る研修へ職員を派遣した。
対象：所属長が推薦する職員

平成28年度
(単年度実施)

9月 1 4
総務局
人材育成課

9
派遣研修「市町村職員中央研
修所　住民とともにすすめる
地域政策」

住民参加型社会を構築するため、ボランティアやＮＰＯ・自治会等と行政との連
携、住民と行政の情報共有や政策実現のための法整備や住民合意による政策形成
手法に関する講義、住民協働のためのワークショップなどを通じて、住民と行政
双方の相互理解を深めるための手法等について学ぶ研修へ職員を派遣した。
対象：所属長が推薦する職員

平成28年度
(単年度実施)

1月～2月 1 3
総務局
人材育成課

10
派遣研修「市町村職員中央研
修所　魅力ある地域づくりの
実践」

フィールドワークに基づく「地域資源を活かしたまちづくりの提案」実習の他、
都市計画によるアプローチや中心市街地の活性化、住民との協働による地域づく
り手法等に関する講義、演習等により、魅力ある地域づくりを推進する能力の向
上を図る研修へ職員を派遣した。
対象：所属長が推薦する職員

平成28年度
(単年度実施)

10月 1 1
総務局
人材育成課

11

派遣研修「市町村職員中央研
修所　中心市街地と地域再生
のためにＢ（主として中核市
以上の団体向け）」

中心市街地の活性化、空き家の利活用、住民との協働などによる地域づくり手法
等に関する基調講義や事例を基に、主としてゆとりある空間、コミュニティ、自
然、時間などの資源を活かした魅力ある地域づくりを演習等により学ぶ研修へ職
員を派遣した。
対象：所属長が推薦する職員

平成28年度
(単年度実施)

10月 1 1
総務局
人材育成課

12
派遣研修「国土交通大学校
まちづくり建築行政」

①まちづくりのための建築基準法集団規定の活用に関する知識の修得
②安全安心なまちづくりのための住環境整備事業、市街地再開発事業、住宅市街
地総合整備事業の概要、事例等の知識の修得
③行政・専門家・民間事業者等の主体別の取り組みと協働事例等の把握
①～③を修得する研修へ職員を派遣した。
対象：所属長が推薦する職員

平成28年度
(単年度実施)

11月 1 1
総務局
人材育成課

13

派遣研修「全国建設研修セン
ター　住民参加によるまちづ
くり～地域との連携によるま
ちづくり」

住民参加によるまちづくりの先進的な事例紹介やファシリテートに関するワーク
ショップなどを通じて、地域住民の参加によるまちづくり計画策定などを進める
うえで必要となる知識の修得を図る研修へ職員を派遣した。
対象：所属長が推薦する職員

平成28年度
(単年度実施)

1月 1 1
総務局
人材育成課

14

派遣研修「政策研究大学院大
学　地域コミュニティの政策
イノベーション能力（つなぐ
力）開発研修」

地域コミュニティが弱体化している現状を理解し、課題解決に向けて、政策を立
案する演習を通じて、実践するスキルを身につける研修へ職員を派遣した。
対象：所属長が推薦する職員

平成28年度
(単年度実施)

8月～9月 1 1
総務局
人材育成課
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開始年度
番
号

項　目 概　　　要
実施
時期

講座数（回）
参加者数
（人）

所管課

15 地域安全まちづくり講座
地域防犯活動のリーダーを養成するため、防犯に関する専門的・実践的な講座を
開催した。
対象：市内在住・在勤・在学者

平成18年度 10月 1 16
市民局
地域安全課

16 防犯パトロール隊交流会

団体相互の連携、隊員の防犯意識の向上、防犯パトロール活動の活性化等を図る
ため、地域において防犯パトロール活動を実施している各団体が一堂に会しての
交流を行った。また、「千葉市防犯パトロール隊表彰要綱」に基づく表彰を行っ
た。
対象：防犯パトロール隊代表者及び隊員

平成17年度 10月 1 180
市民局
地域安全課

17 自転車安全利用講習会

自転車利用者に対し、交通ルールなどの遵守を促すため、自転車安全利用講習会
を開催した。また、講習会の参加者に対し、地域における自転車の安全利用の普
及などについて貢献を促した。
対象：市内在住・在勤・在学の中学生以上の方

平成25年度 8月～10月 12 483
市民局
地域安全課

18
男女共同参画センター地域活
動支援講座(人材育成講座)

男女共同参画センターにおいて、グループの活性化や人材の育成につなげるた
め、講座（託児ボランティア養成講座、DV被害者支援養成講座、ファシリテー
ター養成講座、市民企画講座)を開催した。
対象：市内在住・在勤・在学者

平成12年度 5月～2月 6 164
市民局
男女共同参画課

19 シニアリーダー講座

介護予防につながる生活習慣や運動などを学ぶ自主的な介護予防活動グループの
リーダーを養成するための講座を市が実施した。講座修了者は、地域に向けて介
護予防の推進を目的とした体操教室を行った。
対象：65歳以上の高齢者

平成27年度

講座：6月～
8月、12月～
2月
体操教室：
通年

12 219
保健福祉局
地域包括ケア推進
課

20 ブックスタート研修会

4か月児健康診査において絵本の読み聞かせを行い、絵本を渡すブックスタート
を行う人材を育成するため、読み聞かせの方法等を学ぶ研修会を実施した。
対象：受講修了後、赤ちゃんとふれあい絵本ボランティアとして活動で
　　　きる市民・ブックスタートにおいて活動中のボランティア

平成22年度 12月 1 45
保健福祉局
健康支援課

21 食生活改善推進員養成講座
食を通して地域の健康づくりの活動を行う人材を育成するため、地区組織活動や
健康に関する講義及び調理実習等を内容とする講座を開催した。
対象：受講修了後に食生活改善推進員として活動できる市民

昭和61年度 9月～2月 1 111
保健福祉局
健康支援課

22 ヘルスサポーター養成教室
健康づくりのための運動を自ら実践し、地域で運動を継続していく自主グループ
をつくるリーダーを養成するため、養成教室を開催した。
対象：受講終了後、地域で自主的に活動できる市民

平成24年度 5月～2月 12 499
保健福祉局
健康支援課
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23
ことぶき大学校（ボランティ
ア実践コース、創造活動コー
ス）

ことぶき大学校において、ボランティア人材の育成や地域貢献活動への意識向上
につなげるため、講座（ボランティア実践コース：福祉健康・園芸学科、創造活
動コース：美術・陶芸学科）を開催した。
対象：50歳以上の市内在住者

平成23年度 4月～3月 7 166
保健福祉局
高齢福祉課

24 点訳ボランティア養成講座

視覚障害者との交流活動の促進を図るとともに、市の広報活動の支援者として活
動できる人材を育成するため、点訳に必要な技術等の習得を目的とする養成講座
を開催した。
対象：市内在住者

平成5年度 5月～3月 3 88
保健福祉局
障害者自立支援課

25 音訳ボランティア養成講座

視覚障害者との交流活動の促進を図るとともに、市の広報活動の支援者として活
動できる人材を育成するため、朗読に必要な技術等の習得を目的とする養成講座
を開催した。
対象：市内在住者

平成5年度 4月～3月 6 126
保健福祉局
障害者自立支援課

26 手話通訳者養成講座

聴覚障害者との交流活動の促進を図るとともに、市の広報活動の支援者として活
動できる人材を育成するため、手話通訳に必要な技術等の習得を目的とする養成
講座を開催した。
対象：市内在住・在勤者

平成26年度 5月～2月 2 43
保健福祉局
障害者自立支援課

27 要約筆記者養成講座

聴覚障害者との交流活動の促進を図るとともに、市の広報活動の支援者として活
動できる人材を育成するため、要約筆記に必要な技術等の習得を目的とする養成
講座を開催した。
対象：市内在住・在勤者

平成11年度 5月～11月 1 10
保健福祉局
障害者自立支援課

28
盲ろう者向け通訳・介助員養
成講座

盲ろう者の自立と社会参加の担い手として活動できる人材を育成するため、点字
または手話の知識を有する者に対して、盲ろう者に対する通訳及び移動等支援に
必要な技術等の習得を目的とする養成講座を開催した。
対象：市内在住・在勤者

平成26年度 9月～1月 12 1,070
保健福祉局
障害者自立支援課

29
精神保健福祉ボランティア入
門講座

精神保健福祉ボランティアとして活動できる人材を育成するため、精神疾患につ
いて基礎的な知識の習得を目的とする入門講座を開催した。
対象：ボランティア活動に興味がある市民

平成13年度 7月 1 30
保健福祉局
こころの健康セン
ター

30
精神保健福祉フォローアップ
講座

精神保健福祉ボランティアとして活動できる人材を育成するため、ボランティア
活動体験を含むフォローアップ講座を開催した。
対象：精神保健福祉ボランティア入門講座を受講した市民

平成13年度 9月 1 61
保健福祉局
こころの健康セン
ター

31
自然保護ボランティア育成講
座

自然環境の保全再生、動植物に関する調査を率先して行う指導者や実践者を育成
するため、必要な知識や方法を習得することを目的とした講座を開催した。
対象：自然環境の保全・再生に関心のある市民

平成14年度
2月
3月

5 6
環境局
環境保全課
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開始年度
番
号

項　目 概　　　要
実施
時期

講座数（回）
参加者数
（人）

所管課

32
生ごみ資源化アドバイザー養
成講座

生ごみの減量及び再資源化活動に対する助言、技術指導等を行う｢生ごみ資源化
アドバイザー｣を養成するため、講座を開催した。
対象：市内在住・在勤・在学者

平成17年度 3月 1 13
環境局
廃棄物対策課

33 森林ボランティア技術研修会
森林の保全整備を行う森林ボランティアを養成するため、必要な知識・技術の習
得を目的とした技術研修を開催した。
対象：市内在住・在勤・在学者

平成12年度 10月 2 7
経済農政局
農業経営支援課

34 森林ボランティア安全研修会

森林内作業の安全を図り、ボランティアによる森林の保全、管理を推進するた
め、林業機械の実習やリスクアセスメントに関する講義を内容とする安全研修を
開催した。
対象：森林ボランティア団体

平成16年度 7月 1 28
経済農政局
農業経営支援課

35 農業ボランティア制度
農業作業希望者が、農作業をスムーズに行うことができるようにするため、農業
の基礎知識の習得を目的とした研修を開催した。
対象：市内在住者

平成24年度
5月
6月

2 24
経済農政局
農業経営支援課

36 まちづくり公開講座
まちづくり活動の進め方など、まちづくり活動に関する知識の普及や情報の提供
を行い、まちづくりを担う人材を育成するための講座を開催した。
対象：市内在住、在勤、在学者

平成18年度 3月 1 14
都市局
都市計画課

37
緑と花の地域リーダー養成講
座

市民自らが意欲的に｢緑と花の地域リーダー｣として活動するために必要な講座を
開催した。
対象：すでに行っている緑と花の活動のレベルアップを目指す方、これから活動
してみたい方

平成14年度 5月～10月 20 10
都市局
緑政課

38
動物公園ボランティア育成事
業

来園者の満足度の向上を図り、動物に対する関心をより高めるために、ボラン
ティアが自主的に活動できるよう、動物公園の案内や動物の解説等を行うのに必
要な知識の習得を目的とした講習を行った。
対象：動物公園ボランティア

平成25年度 12月11日 1 9
都市局
動物公園

39 地域リーダー研修
市民主体のまちづくりを推進するため、町内自治会役員等を対象とした研修を開
催し、地域のまちづくりのリーダー的人材の育成を行った。
対象：町内自治会役員など

平成24年度
6月
3月

2 67
中央区役所
地域振興課
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40
稲毛区自主企画事業
避難所運営委員会の育成

災害時に委員会が主体となり、迅速かつ円滑な避難所運営ができるよう、避難所
運営委員会委員を対象とした研修会を開催した。
対象：区民等

平成28年度 11月 2 103
稲毛区役所
地域振興課

41
緑区自主企画事業
避難所運営委員会の育成

災害時に委員会が主体となり、迅速かつ円滑な避難所運営ができるよう、避難所
運営委員会委員を対象とした研修会を開催した。
対象：区民等

平成26年度   7月 1 125
緑区役所
地域振興課
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42
美浜区自主企画事業
避難所運営体制の強化

区民の防災意識の醸成や災害対応能力と避難所運営力の向上を図るため、避難所
運営委員会のための研修会を開催した。
対象：区民等

平成27年度
11月
12月

4 92
美浜区役所
地域振興課

43
美浜区自主企画事業
認知症キッズサポーター養成

高齢者が安心して暮らせるやさしいまちづくりを目指すため、認知症の人やその
家族を見守り・支援できるように、美浜区内の公立小中学校で認知症サポーター
養成講座を開催した。
対象：小学５・６年生、中学生全員

平成27年度 5月～12月 16 4,021
美浜区役所
高齢障害支援課

44 応急手当普及員講習
自らが属する防災組織等において応急手当の指導を行うことができる人材を養成
するため、必要な指導技法や実技技能の習得を目的とする講習を開催した。
対象：市内在住・在勤、在学者

平成10年度 6月～10月 10 162
消防局
救急課

45
応急手当インストラクター講
習

救命講習会において、応急手当の指導を行うことができる人材を養成するため、
指導者として必要な指導技法や実技技能の習得を目的とする講習を開催した。
対象：応急手当普及員の資格を有する者

平成24年度
7月
12月

2 40
消防局
救急課

46 普通救命講習
心肺蘇生法を実施できる人材を育成するため、普通救命講習を開催した。
対象：市内在住、在勤、在学者

平成5年度 通年 561 8,999
消防局
救急課

47 上級救命講習
心肺蘇生法および、怪我を負った際の応急手当が実施できる人材を育成するた
め、上級救命講習を開催した。
対象：市内在住、在勤、在学者

平成5年度 通年 40 662
消防局
救急課

48 短時間救命講習
心肺蘇生法を実施できる人材を育成するため、短時間救命講習を開催した。
対象：市内在住、在勤、在学者

平成24年度 通年 295 8,538
消防局
救急課

49
生涯学習センター指導者養成
事業

生涯学習センターにおいて、指導者の養成を図るため、生涯学習指導者養成研修
や生涯学習コーディネーター養成講座等を開催した。
対象：市内在住・在勤・在学者

平成13年度 随時 17 578
教育委員会
生涯学習振興課
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50 科学館ボランティア事業
科学館におけるボランティアの参加場面をより多様化し、充実感を持った活動が
できるようにするため、科学館職員との勉強会や、各種研修を実施した。
対象：高校生以上（千葉市内外、在勤、在学を問わない）

平成19年度 4月～3月 499 2,981
教育委員会
生涯学習振興課
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51
加曽利貝塚解説ボランティア
養成講座

博物館の施設及び展示の解説や体験学習の指導等を行うボランティアの養成のた
め、必要な知識の習得を目的とした講座を開催した。
対象：18歳以上の市内在住・在勤・在学者

平成15年度 8月～9月 6 54
教育委員会
加曽利貝塚博物館

52
郷土博物館展示解説ボラン
ティア養成講座

郷土博物館の展示解説を行うボランティアの養成のため、必要な知識の習得を目
的とした講座を開催した。
対象：18歳以上の市内在住・在勤・在学者

平成15年度 6月～1月 6 34
教育委員会
郷土博物館

【実施計画にあったが、実施しなかった項目】

・初級障害者スポーツ指導員養成講習会（市の事業ではなくなったため）

・森林ボランティア推進事業（№33、34と重複するため）

【実施計画になかったが、実施した項目】

・国際交流ボランティア育成（№1）

・派遣研修「自治研修センター　住民協働研修」（№7）

・派遣研修「自治研修センター　まちづくり研修」（№8）

・派遣研修「市町村職員中央研修所　住民とともにすすめる地域政策」（№9）

・派遣研修「市町村職員中央研修所　魅力ある地域づくりの実践」（№10）

・派遣研修「市町村職員中央研修所　中心市街地と地域再生のためにＢ（主として中核市以上の団体向け」（№11）

・派遣研修「国土交通大学校　まちづくり建築行政」（№12）

・派遣研修「全国建設研修センター　住民参加によるまちづくり～地域との連携によるまちづくり」（№13）

・派遣研修「政策研究大学院大学　地域コミュニティの政策イノベーション能力（つなぐ力）開発研修」（№14）

・短時間救命講習（№48）
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